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は
じ
め
に
・
本
稿
の
方
法
論
と
研
究
史
の
整
理
二
）
〕

二
　
本
稿
の
方
法
論
と
研
究
史
の
整
理
（
二
）
〕

　
　
　
〔
本
稿
は
作
品
論
的
方
法
に
よ
り
五
世
紀
以
前
の
部
分
の
記
紀
を
分
析
し
、

　
　
　
そ
の
史
料
的
性
格
を
考
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
が
、
全
体
の
分
量
が
本

　
　
　
紀
要
の
制
限
枚
数
を
超
過
す
る
の
で
、
研
究
史
整
理
と
方
法
論
に
関
す
る

　
　
　
「
は
じ
め
に
」
と
「
□
の
部
分
を
『
東
洋
文
化
学
科
年
報
・
第
五
号
』

　
　
　
二
九
九
〇
年
一
一
月
・
本
学
東
洋
文
化
学
科
年
報
発
行
会
）
に
分
載
し

　
　
　
た
。
本
稿
は
そ
の
本
論
部
分
に
相
当
す
る
。
〕

　
　
二
　
名
に
よ
る
王
者
た
ち
の
同
定

記
と
紀
（
本
稿
で
は
物
語
を
持
つ
記
と
対
応
す
る
部
分
の
紀
、
つ
ま
り
仁

田

尚

賢
記
紀
ま
で
を
主
対
象
と
す
る
場
合
に
も
、
煩
雑
を
避
け
て
特
に
断
わ
る
こ

と
な
く
記
ま
た
は
紀
な
ど
と
記
す
）
を
作
品
論
と
し
て
み
る
場
合
、
記
紀
は

歴
代
天
皇
た
ち
を
中
心
と
す
る
物
語
群
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ

の
物
語
群
の
主
人
公
で
あ
る
歴
代
天
皇
あ
る
い
は
皇
子
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
自

立
し
た
一
個
の
人
物
像
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
が
、
物
語
の
原
形
で
は
一
人

物
像
で
あ
っ
た
も
の
が
、
二
人
物
像
に
分
割
さ
れ
て
別
々
の
人
物
と
し
て
描

か
れ
て
い
る
場
合
か
お
る
。
こ
の
こ
と
は
す
で
に
津
m
左
右
吉
が
指
摘
し
て

お
り
、
神
武
天
皇
と
神
武
の
祖
父
の
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
が
同
一
人
物
像
か
ら
分

立
さ
れ
た
二
人
物
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
の
こ
と
で

あ
る
。

　
津
m
の
指
摘
し
た
例
以
外
に
も
、
応
神
と
仁
徳
が
原
形
で
は
同
一
人
物
像
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（３２）奥　田　　尚

で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
が
、
吉
井
巌
や
直
木
孝
次
郎
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
関
説
す
る
こ
と
と
し
た
い
が
、
こ
れ
ら
の
他

に
も
記
紀
に
は
同
様
の
例
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
ま
ず
そ
の
よ
う
な

例
を
検
出
し
た
い
。
な
お
検
田
に
あ
た
っ
て
は
、
ま
ず
各
主
人
公
（
各
天
皇

あ
る
い
は
皇
子
）
の
名
前
を
問
題
と
し
た
い
。

　
津
田
の
指
摘
し
た
神
武
と
そ
の
祖
父
の
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
が
同
一
人
物
像
か

ら
派
生
し
た
二
人
物
で
あ
る
こ
と
は
、
津
田
説
を
追
検
証
し
て
も
不
合
理
な

点
は
な
く
、
充
分
に
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
名
前
の
観
点
か
ら
い
え
ば
、

祖
父
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
の
名
は
記
紀
に
共
通
し
て
み
え
、
神
武
即
位
前
紀
に
は

神
武
の
譚
を
ヒ
’
コ
ホ
ホ
デ
ミ
と
し
、
祖
父
と
神
武
は
名
前
を
共
有
す
る
。
祖

父
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
と
神
武
を
合
体
さ
せ
た
原
像
（
＝
二
人
物
に
分
た
さ
れ
る

以
前
の
原
人
物
像
）
を
、
神
武
Ｇ
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た
い
（
以
下
本
稿
で
人

名
に
Ｇ
を
付
し
た
場
合
は
、
同
様
に
分
立
以
前
の
原
人
物
像
を
意
味
し
て
い

る
）
。

　
次
に
、
す
で
に
古
井
が
継
体
の
始
祖
像
と
し
て
同
一
像
と
指
摘
し
て
い
る
、

ホ
ム
ツ
ワ
ケ
と
ホ
ム
タ
ワ
ケ
の
場
合
を
検
討
し
た
い
。
吉
井
は
、
記
の
原
形

系
譜
・
紀
の
系
譜
・
上
宮
記
逸
文
の
系
譜
の
検
討
か
ら
、
「
ホ
ム
ツ
ワ
ケ
王

が
、
ホ
ム
タ
ワ
ケ
エ
す
な
わ
ち
応
神
天
皇
と
系
譜
の
上
で
重
な
り
合
う
存
在

で
あ
る
こ
と
、
言
い
か
え
れ
ば
ホ
ム
ツ
ワ
ケ
王
と
ホ
ム
タ
ワ
ケ
｝
土
は
同
一
天

皇
像
で
あ
っ
た
こ
と
を
我
々
に
教
え
る
」
と
い
う
。

　
継
体
の
系
譜
は
、
紀
に
「
誉
田
天
皇
之
五
世
孫
」
、
記
に
「
品
太
王
五
世

孫
」
と
あ
り
、
上
宮
記
逸
文
に
は
「
凡
牟
都
和
希
王
」
に
は
じ
ま
る
系
譜
が

載
せ
ら
れ
て
い
る
。
上
宮
記
逸
文
の
　
「
凡
牟
都
和
希
王
」
が
応
神
を
示
す

「
ホ
ム
タ
ワ
ケ
」
と
よ
め
る
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
る
が
、
吉
井
は
「
都
を

夕
と
よ
む
明
証
は
な
く
、
都
は
万
葉
集
で
ツ
の
仮
名
と
し
て
常
用
さ
れ
て
い

る
。
凡
牟
都
和
希
工
を
ホ
ム
タ
ワ
ケ
王
と
よ
む
説
は
、
同
じ
系
譜
中
の
涅
俣

那
加
都
比
古
を
汪
俣
ナ
カ
ツ
ヒ
コ
と
よ
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
勝
手
な
訓
法
と

言
う
は
か
な
い
」
と
、
よ
め
な
い
と
す
る
。
日
本
古
典
文
学
大
系
本
『
日
本

書
紀
』
（
以
下
、
大
系
本
紀
と
記
す
）
の
頭
注
は
、
「
都
は
中
国
の
上
古
音
で

は
夕
に
あ
た
る
音
の
文
字
。
推
古
時
代
の
万
葉
仮
名
は
止
（
ト
）
、
州
（
ツ
）
、

義
（
が
）
な
ど
中
国
の
上
古
音
に
よ
る
も
の
が
か
な
り
あ
る
か
ら
、
こ
の
場

合
も
、
ホ
ム
タ
と
訓
か
も
の
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
」
と
、
よ
み
う
る
と

す
る
。
都
を
夕
と
よ
め
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
上
宮
記
逸
文
の
本
文
校

訂
と
訓
み
の
研
究
を
行
な
っ
た
黛
弘
道
が
小
島
憲
之
や
長
田
夏
樹
の
説
な
ど

を
紹
介
し
て
い
る
が
、
小
島
は
否
定
的
で
長
田
は
肯
定
的
で
あ
る
。
こ
こ
で

は
一
応
は
よ
め
る
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
て
お
き
た
い
。

　
「
都
」
の
よ
み
方
よ
り
も
重
要
な
の
は
、
垂
仁
皇
子
の
ホ
ム
ツ
ワ
ケ
が
記

で
は
「
品
牟
都
和
気
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
上
官
記
逸
文
の
表
記

と
比
較
す
れ
ば
、
「
品
」
と
「
凡
」
・
「
気
」
と
「
奇
」
が
相
違
す
る
に
過

ぎ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
上
宮
記
逸
文
の
凡
牟
都
和
希
が
ホ
ム
タ
ワ
ケ
と
よ
め

る
の
な
ら
、
記
の
垂
仁
皇
子
の
品
牟
都
和
気
も
ホ
ム
タ
ワ
ケ
と
よ
め
る
。
上

宮
記
逸
文
の
そ
れ
が
ホ
ム
ツ
ワ
ケ
な
ら
、
記
の
そ
れ
も
ホ
ム
ツ
ワ
ケ
と
よ
め

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
上
宮
記
逸
文
の
凡
牟
都
和
希
と
記
の
品
牟
都
和
気
は

同
一
人
の
異
表
記
と
み
な
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ま
た
記
の
物
語
部
分
で
は

品
牟
都
和
気
命
は
本
牟
智
和
気
御
子
と
記
さ
れ
、
対
応
す
る
紀
で
は
１
　
津
別

命
で
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
み
れ
ば
、
凡
牟
都
和
希
王
・
品
牟
都
和
気
命
・
本

絹-



(二)記紀の五世紀以前部分の史料的性格( 33 ）

牟
智
和
気
御
子
・
誉
津
別
命
は
、
同
一
人
物
の
異
表
記
で
あ
る
。

　
ま
た
上
宮
記
逸
文
の
凡
牟
都
和
希
王
の
子
は
若
野
毛
二
俣
王
で
あ
り
、
紀

の
誉
田
天
皇
（
応
神
）
の
子
に
稚
野
毛
二
派
皇
子
が
あ
り
、
記
の
品
陀
天
皇

（
応
神
）
　
の
子
に
若
野
毛
二
俣
王
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
子
の
名
が
一
致
す

る
こ
と
は
、
凡
牟
都
和
希
と
誉
田
天
皇
と
品
陀
天
皇
が
同
一
人
物
の
異
表
記

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
前
掲
の
異
表
記
群
と
合
わ
せ
れ
ば
、
凡
牟
都

和
希
工
・
品
牟
都
和
気
命
・
本
牟
智
和
気
御
子
・
誉
津
別
命
・
誉
m
天
皇
・

品
陀
天
皇
・
品
太
王
の
異
表
記
群
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　
こ
れ
ら
の
異
表
記
群
は
よ
み
方
で
い
え
ば
、
ホ
ム
ツ
（
凡
牟
都
和
希
・
品

牟
都
和
気
・
誉
津
別
）
、
ホ
ム
チ
　
（
本
牟
智
和
気
）
、
ホ
ム
タ
（
凡
牟
都
和

希
・
品
牟
都
和
気
・
誉
田
天
皇
・
品
陀
天
皇
・
品
太
王
）
と
な
る
。
こ
れ
ら

の
よ
み
方
が
果
し
て
根
本
的
な
相
違
な
の
か
と
う
か
を
検
討
し
よ
う
。
ホ
ム

ツ
と
ホ
ム
チ
と
ホ
ム
タ
の
共
通
性
は
ホ
ム
か
と
も
み
え
る
が
そ
う
で
は
な
く
、

ホ
十
ム
ツ
、
ホ
十
ム
チ
、
ホ
十
ム
タ
と
「
ホ
」
を
共
通
語
と
捉
え
る
必
要
が

あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
垂
仁
記
の
ホ
ム
チ
ワ
ケ
の
物
語
に
み
え
る
よ
う
に
「
今
、

火
の
稲
城
を
焼
く
時
に
当
り
て
、
火
中
に
生
ま
る
る
所
な
り
。
故
に
、
そ
の

御
名
は
本
牟
智
和
気
御
子
と
称
す
べ
し
」
と
あ
り
、
火
＝
ホ
と
、
稲
城
か
ら

連
想
さ
れ
る
稲
の
穂
＝
ホ
が
名
の
由
来
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
ホ
十
ム
チ
の
ム
チ
は
古
語
辞
典
に
は
「
神
や
人
を
尊
び
親
し
ん
で
い
う
語
。

多
く
、
固
有
名
詞
の
下
に
つ
く
。
（
中
略
）
　
ム
チ
は
ム
ツ
の
転
と
見
ら
れ
、

ム
ツ
に
は
、
皇
睦
神
魯
支
（
す
め
む
つ
か
む
ろ
き
）
な
ど
『
睦
』
の
字
が
あ

て
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
ム
チ
は
単
に
尊
貴
の
対
象
で
な
く
、
親
し
く
む
つ
ま

じ
い
対
象
を
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と
説
明
す
る
も
の
か
お
る
。
こ
れ

に
よ
れ
ば
、
ホ
十
ム
チ
と
ホ
十
ム
ツ
は
同
一
の
意
味
で
あ
り
、
単
な
る
異
表

記
と
い
う
よ
り
も
同
一
意
味
か
ら
生
じ
た
異
表
記
で
あ
る
。

　
残
る
ホ
十
ム
タ
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
大
系
本
紀
の
頭
注
で
は
「
記
に
品

陀
真
若
王
（
皇
后
仲
姫
の
父
）
の
名
も
見
え
る
か
ら
、
ホ
ム
タ
は
地
名
か
」

と
い
う
。
ホ
ム
タ
天
皇
（
応
神
）
の
名
か
ら
皇
后
の
父
の
名
が
造
作
さ
れ
た

の
か
も
し
れ
ず
、
地
名
と
み
な
す
必
要
は
な
い
。
ム
タ
は
前
引
と
同
辞
書
に

コ
緒
。
：
：
と
と
も
に
。
体
谷
に
格
助
詞
『
の
』
『
が
』
を
介
し
て
つ
く
」

と
し
て
、
万
葉
集
の
「
風
の
ム
タ
」
と
「
君
が
ム
タ
」
の
用
例
を
あ
げ
る
。

ホ
十
ム
タ
は
「
ホ
の
ム
タ
」
の
「
の
」
を
省
略
し
て
、
人
名
化
し
た
も
の
と

推
定
で
き
る
。
上
に
み
た
垂
仁
記
の
物
語
は
、
「
火
と
一
緒
」
の
御
子
の
物

語
、
ひ
い
て
は
「
（
稲
）
穂
（
の
城
）
と
一
緒
」
の
御
子
の
物
語
で
あ
り
、

そ
の
主
人
公
の
名
は
（
ホ
ム
チ
＝
ホ
ム
ツ
で
あ
る
と
同
時
に
）
ホ
ム
タ
御
子

と
命
名
さ
れ
て
、
当
然
の
も
の
で
あ
る
。
結
局
は
、
垂
仁
記
の
ホ
ム
チ
ワ
ケ

の
物
語
の
火
中
出
生
部
分
を
背
負
っ
た
「
火
＝
　
（
稲
）
穂
の
ミ
コ
」
の
イ

メ
ー
ジ
か
ら
、
ホ
ム
チ
ー
ホ
ム
ツ
ー
ホ
ム
タ
の
名
が
構
想
さ
れ
た
と
い
え
る
。

同
一
人
物
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
同
一
意
味
で
あ
る
三
つ
の
名
が
案
出
さ
れ
、

ホ
ム
チ
ワ
ケ
ー
ホ
ム
ツ
ワ
ケ
は
垂
仁
の
皇
子
と
し
て
、
ホ
ム
タ
ワ
ケ
は
応
神

天
皇
と
し
て
分
離
さ
れ
た
。
こ
の
垂
仁
皇
子
ホ
ム
チ
ワ
ケ
＝
ホ
ム
ツ
ワ
ケ
と

応
神
の
原
像
を
、
応
神
G
と
呼
ん
で
お
き
た
い
。

　
、
垂
仁
記
の
ホ
ム
チ
ワ
ケ
の
物
語
の
火
中
出
生
に
続
い
て
、
垂
仁
が
ホ
ム
チ

ワ
ケ
を
可
愛
が
り
水
遊
び
を
し
た
話
か
お
る
。
垂
仁
は
尾
張
の
相
津
の
「
二

俣
柵
を
二
俣
小
舟
に
作
り
て
」
「
倭
の
市
師
池
、
軽
池
に
浮
か
べ
て
」
ホ
ム

チ
ワ
ケ
と
と
も
に
遊
ん
だ
。
こ
の
話
が
履
中
紀
三
年
一
一
月
六
日
条
の
履
中
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と
皇
后
が
「
両
枝
船
を
磐
余
市
磯
池
に
乏
べ
」
分
乗
し
て
遊
ぶ
記
事
と
共
通

性
の
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
笠
井
昌
昭
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
笠
井

の
研
究
の
目
的
は
別
の
点
に
あ
る
の
で
、
笠
井
は
「
『
日
本
書
紀
』
や
『
古

事
記
』
の
中
に
は
、
く
り
か
え
し
く
り
か
え
し
同
じ
主
題
の
ヴ
ァ
リ
ェ
イ

シ
ョ
ン
が
奏
で
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る
に
と
ど
め
て
い
る
。

同
じ
主
題
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
の
か
ど
う
か
は
検
討
を
要
す
る
。

　
履
中
の
和
風
誼
号
は
イ
ザ
ホ
ワ
ケ
で
あ
る
が
、
ホ
ム
チ
ワ
ケ
の
名
と
対
比

す
る
と
き
、
同
じ
く
「
ホ
」
か
お
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
イ
ザ
ホ
は
イ
ザ

十
ホ
で
あ
っ
て
、
イ
ザ
は
イ
ザ
ナ
キ
と
イ
ザ
ナ
ミ
の
イ
ザ
と
共
通
す
る
。
履

中
紀
五
年
九
月
一
八
目
条
に
は
履
中
が
淡
路
島
で
狩
り
を
し
た
際
に
、
イ
ザ

ナ
牛
神
が
託
宣
を
し
た
話
か
お
る
。
あ
き
ら
か
に
イ
ザ
十
ホ
の
イ
ザ
が
イ
ザ

ナ
牛
と
イ
ザ
ナ
ミ
の
イ
ザ
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
イ
ザ

は
大
系
本
紀
の
補
注
に
は
「
イ
ザ
ナ
牛
の
イ
ザ
は
誘
う
言
葉
。
ナ
は
助
詞
の

ノ
に
あ
た
る
。
キ
は
男
性
を
示
す
接
尾
語
。
こ
の
命
名
は
、
そ
の
結
婚
の
説

話
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
あ
る
。
イ
ザ
だ
け
で
は
「
さ
あ
」
と
誘
う
発

声
を
示
し
て
い
る
だ
け
で
特
別
の
意
味
は
な
い
と
考
え
ら
れ
、
イ
ザ
ナ
牛
と

イ
ザ
ナ
ミ
ニ
神
を
連
想
さ
せ
る
「
神
性
」
を
示
す
た
め
の
語
と
理
解
で
き
る
。

イ
ザ
十
ホ
は
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
「
（
神
が
誘
う
）
ホ
（
火
＝
穂
ご
で
あ
り
、

ホ
そ
の
も
の
を
神
格
化
し
た
名
で
あ
る
。

　
記
紀
と
も
に
履
中
は
即
位
に
あ
た
っ
て
同
母
弟
の
ス
ミ
ノ
エ
ナ
カ
ツ
ミ
コ

の
反
乱
を
受
け
、
記
で
は
ナ
カ
ツ
ミ
コ
は
「
天
皇
（
＝
履
中
）
を
取
ら
む
と

哉
し
て
、
火
を
大
殿
に
著
く
」
、
紀
で
は
「
太
子
（
＝
履
巾
）
の
在
る
所
を

川
ら
ず
し
て
、
太
子
の
宮
を
焚
く
」
と
あ
る
。
紀
の
記
述
は
太
子
が
す
で
に

逃
げ
で
い
る
の
を
知
ら
な
い
で
、
太
子
を
焼
き
殺
そ
う
と
し
て
宮
を
焼
い
た

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
記
紀
と
も
に
履
中
は
焼
き
殺
さ
れ
る
と
こ
ろ
を
無
事

に
脱
出
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
は
火
中
出
生
の
変
形
と
み
て
よ
い
。

こ
の
火
＝
ホ
が
イ
ザ
ホ
の
名
の
由
来
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
焼
き
殺
さ
れ
る

状
況
か
ら
脱
出
し
た
と
い
う
垂
仁
記
の
ホ
ム
チ
ワ
ケ
、
同
様
の
垂
仁
紀
の
ホ

ム
ツ
ワ
ケ
の
命
名
法
に
酷
似
す
る
。
ホ
ム
チ
が
「
ホ
の
貴
人
（
神
）
」
の
意

味
で
あ
り
、
ホ
ム
ツ
も
同
様
の
意
味
で
あ
っ
た
が
、
イ
ザ
ホ
が
「
（
神
が
誘

う
）
ホ
」
の
意
味
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
イ
ザ
ホ
と
、
ホ
ム
チ
と
ホ
ム
ツ
は
神

性
を
表
わ
す
語
が
ホ
の
前
に
あ
る
か
後
ろ
に
あ
る
か
の
相
違
だ
け
で
あ
り
、

三
者
は
同
じ
く
ホ
を
神
格
化
し
た
同
一
イ
メ
ー
ジ
か
ら
生
じ
た
別
名
と
考
え

ら
れ
る
。

　
こ
れ
と
は
別
に
履
中
の
イ
ザ
ホ
ワ
ケ
と
い
う
名
に
つ
い
て
は
、
応
神
の
別

名
の
イ
ザ
サ
ワ
ケ
と
い
う
名
と
の
類
似
が
注
目
さ
れ
る
。
応
神
の
別
名
の
イ

ザ
サ
ワ
ケ
の
名
は
、
仲
哀
記
の
末
尾
近
く
に
気
比
大
神
が
応
神
に
献
上
し
た

名
と
し
て
み
え
、
応
神
即
位
前
紀
の
分
注
で
は
太
子
の
本
名
で
あ
っ
た
ら
し

い
が
笥
飯
大
神
と
交
換
し
た
名
と
し
て
み
え
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
応
神
の
別

名
が
イ
ザ
サ
ワ
ケ
で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
え
な
い
。
イ
ザ
サ
は
イ
ザ
ホ
と
対
比

す
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
「
（
神
が
誘
う
）
サ
」
で
あ
る
。
サ
が
な
に
を
意

味
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。

　
神
武
紀
の
｝
書
第
一
に
は
神
武
の
別
名
と
し
て
狭
野
尊
＝
サ
ノ
ノ
ミ
コ
ト

を
記
し
、
大
系
本
紀
の
頭
注
で
は
「
サ
は
、
神
稲
の
意
。
ノ
は
、
野
の
意
。

こ
れ
も
稲
に
関
す
る
名
を
負
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
」
と
す
る
。
記
で
は
神

武
の
別
名
は
、
ワ
カ
ミ
ケ
ヌ
、
ト
ヨ
ミ
ケ
ヌ
で
あ
る
。
ワ
カ
は
若
い
と
い
う
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意
の
接
頭
語
、
ト
ヨ
は
豊
か
と
い
う
意
の
接
頭
語
で
あ
り
、
大
系
本
紀
の
頭

注
で
は
「
ミ
は
神
・
天
皇
に
対
す
る
敬
称
。
ケ
は
食
物
」
と
あ
る
。
ヌ
は
沼

（
水
溜
り
）
で
も
あ
ろ
う
か
。
ワ
カ
ミ
ケ
ヌ
に
せ
よ
、
ト
ヨ
ミ
ケ
ヌ
に
せ
よ
、

実
体
と
し
て
重
要
な
の
は
「
ケ
＝
食
物
」
に
過
ぎ
な
い
。
ミ
ケ
＝
神
聖
な
食

物
の
う
ち
で
最
も
主
要
な
も
の
は
米
＝
稲
穂
で
あ
る
か
ら
、
ミ
ケ
の
イ
メ
ー

ジ
の
な
か
に
サ
＝
神
稲
が
含
ま
れ
、
ミ
ケ
を
意
味
す
る
別
名
と
し
て
サ
が
生

じ
た
と
推
定
で
き
る
。
神
武
の
別
名
が
ワ
カ
ミ
ケ
ヌ
、
ト
ヨ
ミ
ケ
ヌ
、
サ
ノ

で
あ
る
理
由
は
以
上
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
が
、
ミ
ケ
＝
食
物
か
ら
の
連
想

と
し
て
の
稲
穂
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
「
ホ
」
で
あ
る
。
神
武
紀
で
は

神
武
の
別
名
は
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
で
あ
り
、
津
田
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
ヒ
コ

ホ
ホ
デ
ミ
の
ホ
は
火
で
も
あ
り
穂
で
も
あ
る
。

　
神
武
の
別
名
の
考
察
を
通
じ
て
み
れ
ば
、
サ
と
ホ
は
同
じ
く
稲
穂
を
共
通

イ
メ
ー
ジ
と
し
て
持
つ
語
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
イ
ザ
十
サ
と
イ
ザ
十
ホ
は

イ
メ
ー
ジ
を
共
有
す
る
名
で
あ
り
、
神
武
の
場
合
を
参
照
す
れ
ば
、
相
互
に

通
用
す
る
別
名
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
イ
ザ
ホ
ワ
ケ
＝
履
中
と
イ
ザ
サ

ワ
ケ
＝
応
神
は
、
相
互
に
別
名
で
あ
り
、
同
一
イ
メ
ー
ジ
＝
同
一
原
像
か
ら

派
生
し
た
と
考
え
て
よ
い
。
こ
れ
は
、
イ
ザ
ホ
ワ
ケ
が
ホ
ム
チ
ワ
ケ
と
ホ
ム

ツ
ワ
ケ
と
同
一
イ
メ
ー
ジ
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
り
、
ホ
ム
チ
ワ
ケ
と
ホ

ム
ツ
ワ
ケ
と
ホ
ム
タ
ワ
ケ
＝
応
神
が
同
一
原
像
か
ら
派
生
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
も
、
当
然
の
結
論
と
い
え
る
。
ま
た
サ
と
ホ
の
共
通
性
は
、
実
は

ホ
ム
チ
ワ
ケ
と
ホ
ム
ツ
ワ
ケ
の
母
の
名
が
サ
ホ
ヒ
メ
で
あ
る
こ
と
に
、
す
で

に
表
わ
さ
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
。
サ
＝
神
稲
と
ホ
＝
稲
穂
な
ら

び
に
火
の
重
層
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
、
母
の
名
が
構
想
さ
れ
て
い
る
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
履
中
は
以
上
の
よ
う
に
応
神
Ｇ
に
含
め
る
の
が
正
当
で
あ
る
が
、
ホ
ム
タ

ワ
ケ
＝
応
神
の
場
合
に
は
付
さ
れ
て
い
な
い
火
中
出
生
の
物
語
が
わ
ざ
わ
ざ

イ
ザ
ホ
ワ
ケ
に
は
付
さ
れ
て
い
る
の
で
、
分
析
の
都
合
上
、
一
応
は
仮
に
別

像
と
し
て
お
き
た
い
。
履
中
に
は
他
に
も
検
討
す
べ
き
問
題
か
お
る
か
ら
で

も
あ
る
。

　
記
紀
と
も
に
履
中
の
即
位
に
あ
た
っ
て
ス
ミ
ノ
エ
ナ
カ
ツ
ミ
コ
の
反
乱
が

あ
っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
述
べ
た
。
反
乱
を
受
け
た
履
中
が
反
乱
者
の
ナ
カ

ツ
ミ
コ
を
打
倒
す
る
の
が
、
物
語
の
展
問
と
し
て
は
当
然
で
あ
る
。
と
こ
ろ

が
記
紀
と
も
に
ナ
カ
ツ
ミ
コ
の
反
乱
を
平
定
す
る
人
物
は
、
突
如
と
し
て
登

場
す
る
履
中
の
同
母
弟
の
ミ
ツ
ハ
ワ
ケ
で
あ
る
。
物
語
と
し
て
は
イ
ザ
ホ
ワ

ケ
が
ミ
ツ
ハ
ワ
ケ
と
同
一
人
物
で
な
け
れ
ば
、
首
尾
一
貫
し
な
い
か
ら
、
物

語
の
原
形
で
は
同
一
人
物
で
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
ミ
ツ
ハ
ワ
ケ
と
は
ど

の
よ
う
な
名
で
あ
る
の
か
が
問
題
で
あ
る
。

　
ミ
ツ
ハ
ワ
ケ
の
名
を
問
題
と
し
た
論
と
し
て
は
、
川
口
勝
康
の
も
の
が
有

名
で
あ
る
。
川
口
は
ミ
ツ
ハ
ワ
ケ
の
ミ
ツ
ハ
は
瑞
＝
ミ
ツ
と
ハ
＝
刃
＝
太
刀

で
あ
り
、
「
瑞
刃
刀
」
に
由
来
す
る
と
い
う
。
こ
の
川
口
の
説
は
、
ミ
ツ
ハ

ワ
ケ
＝
反
正
の
記
紀
に
ま
っ
た
く
瑞
刃
刀
に
関
係
す
る
も
の
が
な
い
と
い
う

難
点
か
お
る
。
川
口
の
よ
う
に
考
え
な
く
と
も
、
ミ
ツ
ハ
は
そ
の
ま
ま
で
水

神
の
ミ
ツ
ハ
ノ
メ
の
ミ
ツ
ハ
と
考
え
ら
れ
る
。
大
系
本
紀
の
頭
注
で
は
マ
え

ツ
ハ
の
ミ
ツ
は
、
水
。
ハ
は
未
詳
。
水
は
古
く
清
音
ミ
ツ
と
い
う
形
も
あ
っ

た
ら
し
い
」
と
す
る
。
ハ
は
お
そ
ら
く
刃
で
、
水
の
清
冽
さ
を
表
現
す
る
た

め
に
付
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ミ
ツ
ハ
は
清
冽
な
水
の
意
味
で
あ
り
、
紀
に

一一
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は
反
正
の
瑞
井
の
話
か
お
り
井
戸
を
通
じ
て
水
に
関
係
し
て
い
る
。

　
水
に
対
偶
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
い
う
ま
で
も
な
く
火
で
あ
り
、
ナ
カ
ツ
ミ
コ

の
反
乱
物
語
に
そ
く
し
て
い
え
ば
、
ナ
カ
ツ
ミ
コ
の
放
火
に
よ
り
燃
え
上
が

る
宮
殿
を
消
火
す
る
、
つ
ま
り
反
乱
を
鎮
定
す
る
役
割
に
ふ
さ
わ
し
い
の
は
、

火
で
は
な
く
水
で
あ
る
。
火
と
水
の
よ
う
に
対
偶
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
コ
イ
ン

の
表
裏
の
よ
う
な
関
係
で
あ
り
、
一
方
を
イ
メ
ー
ジ
す
れ
ば
他
方
も
同
時
に

イ
メ
ー
ジ
に
浮
か
ぶ
と
い
う
関
係
に
あ
る
。
火
と
水
は
一
見
ま
っ
た
く
正
反

対
に
み
え
な
が
ら
、
一
方
が
即
座
に
他
方
を
想
起
さ
せ
る
と
い
う
点
で
は
、

実
は
あ
る
種
の
共
通
性
を
持
つ
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
神
話
の
分
析
か
ら
松
本
信
広
は
、
古
代
の
王
者
が
古
代
社
会
で
巫
視
さ
れ

た
火
と
水
に
支
配
力
を
有
す
る
こ
と
を
理
想
と
し
た
と
指
摘
し
て
い
る
が
、

こ
れ
も
火
と
水
に
共
通
す
る
あ
る
種
の
性
格
か
お
る
こ
と
の
一
例
と
で
き
よ

う
。
ま
た
泉
谷
康
夫
は
履
中
記
紀
の
分
析
を
分
析
し
て
、
火
中
出
生
の
話
は

三
品
彰
英
の
指
摘
を
引
き
つ
つ
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
や
ホ
ム
チ
ワ
ケ
に
も
共
通
す

る
穀
霊
神
話
で
あ
る
と
し
、
加
え
て
履
中
に
は
海
神
の
性
格
か
お
る
と
す
る

こ
と
も
参
考
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
火
中
出
生
の
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ

が
海
中
で
活
躍
す
る
神
話
は
、
な
に
よ
り
も
火
と
水
の
あ
る
種
の
共
通
性
を

よ
く
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
イ
ザ
ホ
の
火
＝
穂
と
ミ
ツ
ハ
の
水
に
あ
る
種
の
共
通
性
か
お
る
こ
と
は
、

火
と
別
の
面
か
ら
い
え
ば
、
穂
の
生
育
に
水
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
に
も
明

ら
か
で
あ
る
。
瑞
穂
が
ミ
ツ
ホ
と
よ
ま
れ
る
こ
と
に
も
、
ミ
ツ
ハ
の
ミ
ツ
と

ホ
＝
穂
の
強
い
関
係
性
は
う
か
が
え
る
。
イ
ザ
ホ
の
ホ
＝
火
が
、
そ
れ
か
ら

転
じ
て
ホ
＝
穂
と
な
り
、
穂
の
連
想
か
ら
ミ
ツ
＝
水
が
、
さ
ら
に
清
冽
な
水

＝
ミ
ツ
ハ
が
生
じ
た
と
い
う
関
連
性
か
お
る
。
イ
ザ
ホ
ワ
ケ
＝
履
中
と
ミ
ツ

ハ
ワ
ケ
＝
反
正
に
は
名
と
し
て
の
強
い
連
関
か
お
り
、
ま
た
既
述
の
ご
と
く

反
乱
伝
説
で
の
役
割
か
ら
み
て
も
、
同
一
原
像
か
ら
派
生
し
た
存
在
で
あ
る

と
推
定
で
き
る
。

　
こ
れ
を
傍
証
す
る
の
が
、
履
中
と
反
正
の
記
紀
に
記
さ
れ
た
陵
の
混
乱
で

あ
る
。
こ
の
混
乱
は
仁
徳
＝
オ
ホ
サ
ザ
キ
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
記
紀
の
三

者
の
陵
の
記
載
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

－
記紀

御
陵
在
毛
受
之
耳
原
也

葬
于
百
舌
鳥
野
陵

仁
徳
　
　
　
　
　
　
　
一
　
履
中
　
　
　
　
　
一
　
反
正

御
陵
在
毛
受
也

葬
百
舌
鳥
耳
原
陵

御
陵
在
毛
受
野
厄

葬
瑞
歯
別
天
皇
于

耳
原
陵

混
乱
の
様
相
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
仁
徳
紀
の
造
陵
に
と
も
な
う
百

舌
鳥
耳
原
の
地
名
起
源
説
話
を
加
え
れ
ば
、
混
乱
の
様
相
は
い
っ
そ
う
明
ら

か
と
な
る
。

　
紀
に
よ
れ
ば
オ
ホ
サ
ザ
キ
の
オ
ホ
は
大
を
意
味
す
る
接
頭
語
で
あ
り
、
サ

ザ
牛
は
小
鳥
の
名
で
あ
る
。
紀
を
離
れ
て
考
え
れ
ば
、
サ
ザ
牛
は
陵
を
意
味

す
る
こ
と
は
、
す
で
に
直
水
孝
次
郎
の
紹
介
か
お
る
が
、
正
解
で
あ
ろ
う
。

オ
ホ
サ
ザ
牛
は
大
き
な
陵
の
意
味
で
あ
り
、
特
定
の
個
人
を
意
味
す
る
よ
う

な
命
名
で
は
な
い
。

　
イ
ザ
ホ
ワ
ケ
や
ミ
ツ
ハ
ワ
ケ
が
火
＝
穂
や
水
と
い
っ
た
一
般
的
な
物
に
名

の
由
来
か
お
る
の
に
比
し
、
オ
ホ
サ
ザ
牛
は
大
陵
と
い
う
個
別
具
体
的
な
物

に
名
の
由
来
か
お
る
。
紀
が
し
め
ず
よ
う
に
サ
ザ
牛
を
小
鳥
の
名
と
み
て
も
、

同
じ
こ
と
が
い
え
る
。
サ
ザ
牛
は
小
鳥
一
般
の
名
で
は
な
く
、
現
在
の
ミ
ソ

-427-



記紀の五世紀以前部分の史料的性格（.二）（37 ）

サ
ザ
エ
と
い
う
特
定
の
小
鳥
の
な
で
あ
り
、
個
別
具
体
性
を
持
つ
物
に
由
来

す
る
名
で
あ
る
。
一
般
物
に
由
来
す
る
名
の
方
が
根
源
性
を
持
つ
命
名
と
考

え
ら
れ
、
個
別
具
体
物
に
由
来
す
る
命
名
は
派
生
的
・
二
次
的
と
考
え
ら
れ

る
か
ら
、
オ
ホ
サ
ザ
牛
の
名
は
派
生
的
・
二
次
的
な
も
の
と
い
う
こ
と
が
で

き
る
。

　
イ
ザ
ホ
ワ
ケ
と
ミ
ッ
ハ
ワ
ケ
を
派
生
さ
せ
た
原
像
か
ら
は
、
次
に
オ
ホ
サ

ザ
牛
が
派
生
さ
せ
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
の
直
接
的
な
証
拠
が
、

上
記
の
三
者
の
陵
の
混
乱
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
古
井
と
直
木
が
記
紀
の

歌
謡
の
理
解
や
説
話
の
相
互
の
出
入
り
か
ら
、
応
神
像
と
仁
徳
像
の
同
一
説

を
提
起
し
て
い
る
が
、
こ
の
説
を
傍
証
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
で

に
述
べ
た
よ
う
に
イ
ザ
ホ
ワ
ケ
（
＝
履
中
）
＝
イ
ザ
サ
ワ
ケ
（
＝
応
神
）
で

あ
り
、
吉
井
・
直
木
説
で
は
応
神
＝
仁
徳
で
あ
る
か
ら
、
履
中
＝
仁
徳
と
な

り
、
イ
ザ
ホ
ワ
ケ
＝
オ
ホ
サ
ザ
牛
で
あ
っ
て
、
イ
ザ
ホ
ワ
ケ
の
原
像
と
オ
ホ

サ
ザ
キ
の
原
像
は
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
。
イ
ザ
ホ
ワ
ケ
＝
履
中
、
ミ
ツ
ホ

ワ
ケ
＝
反
正
、
オ
ホ
サ
ザ
キ
＝
仁
徳
の
原
像
を
履
中
G
と
呼
ぶ
こ
と
に
し
た

い
。
す
で
に
記
し
た
よ
う
に
履
中
G
は
、
本
来
的
に
は
応
神
G
の
な
か
に
含

め
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
後
の
分
析
の
都
合
上
仮
に
履
中
G
と
し
て

お
き
た
い
。

　
履
中
G
は
応
神
G
に
含
ま
れ
る
、
つ
ま
り
履
中
G
と
応
神
G
の
原
像
は
一

致
す
る
が
、
そ
れ
で
は
神
武
G
と
応
神
G
の
関
係
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
す

で
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
は
、
神
武
の
別
名
の
サ
ノ
の
サ
は
神
稲
の
意
味
で
、

同
意
味
は
応
神
の
別
名
の
イ
ザ
サ
ワ
ケ
の
サ
に
み
ら
れ
た
。
イ
ザ
十
サ
は

「
（
神
が
誘
う
）
神
稲
」
で
あ
り
、
神
稲
＝
サ
に
さ
ら
に
神
性
を
意
味
す
る
イ

ザ
が
付
加
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
い
。
イ
ザ
サ
と
サ
ノ
は
同
一
イ
メ
ー
ジ
か
ら
派

生
し
た
名
で
あ
り
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
擬
人
化
し
た
場
合
に
は
同
一
像
を
結

ぶ
こ
と
に
な
る
。
結
局
、
サ
ノ
の
原
像
と
イ
ザ
サ
ワ
ケ
の
原
像
は
一
致
し
て

お
り
、
神
武
G
と
応
神
G
の
原
像
は
一
致
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
の
こ
と
を
物
語
に
則
し
て
い
え
ば
、
神
武
の
祖
父
の
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
は

炎
上
す
る
産
室
か
ら
誕
生
し
、
そ
の
名
は
炎
上
す
る
炎
（
ホ
ノ
ホ
＝
火
の

穂
）
に
由
来
す
る
こ
と
は
津
m
が
指
摘
し
て
い
る
。
応
神
G
の
ホ
ム
チ
ワ
ケ

は
す
で
に
引
用
し
た
よ
う
に
記
に
は
、
火
中
出
生
の
火
の
ゆ
え
に
命
名
さ
れ

た
。
つ
ま
り
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
も
ホ
ム
チ
ワ
ケ
も
居
所
が
炎
上
す
る
物
語
の
火

に
由
来
し
て
お
り
、
同
一
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
派
生
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
履
中
G
の
イ
ザ
ホ
ワ
ケ
も
居
所
の
炎
上
の
火
に
由
来
す
る
名
で
あ
り
、
ヒ

コ
ホ
ホ
デ
ミ
と
ホ
ム
チ
ワ
ケ
と
イ
ザ
ホ
ワ
ケ
の
原
像
は
一
致
す
る
と
い
え
る
。

神
武
G
と
応
神
G
と
履
中
G
と
は
同
一
原
像
か
ら
派
生
し
た
と
結
論
で
き
る
。

こ
の
同
一
原
像
を
「
原
王
者
像
」
と
呼
ん
で
お
き
た
い
。

　
以
上
の
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
記
紀
は
唯
一
の
「
原
王
者
像
」
か
ら
神
武

G
の
原
像
と
応
神
G
の
原
像
と
履
中
G
の
原
像
を
派
生
さ
せ
、
神
武
G
の
原

像
か
ら
は
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
と
神
武
と
を
、
応
神
G
の
原
像
か
ら
は
ホ
ム
チ
ワ

ケ
＝
ホ
ム
ツ
ワ
ケ
（
＝
垂
仁
皇
子
）
と
ホ
ム
タ
ワ
ケ
＝
応
神
と
を
、
履
中
G

の
原
像
か
ら
は
イ
ザ
ホ
ワ
ケ
＝
肩
中
と
ミ
ツ
ハ
ワ
ケ
＝
反
正
さ
ら
に
は
オ
ホ

サ
ザ
キ
＝
仁
徳
と
を
派
生
さ
せ
た
。
以
上
の
こ
と
は
主
と
し
て
名
前
の
意
味

の
考
察
か
ら
提
示
で
き
た
結
論
で
あ
り
、
物
語
と
し
て
は
火
中
出
生
物
語
と

い
う
こ
と
だ
け
を
共
通
す
る
要
素
と
し
て
取
り
上
げ
た
結
果
提
示
で
き
た
結

論
で
あ
る
。
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神
武
Ｇ
と
応
神
Ｇ
と
履
中
Ｇ
に
共
通
す
る
物
語
の
要
素
は
、
そ
れ
に
と
ど

ま
ら
な
い
。
以
下
、
そ
れ
を
み
て
お
き
た
い
。
な
お
、
名
前
の
意
味
の
共
通

性
か
ら
各
王
者
像
が
共
通
す
る
祖
型
を
持
つ
こ
と
を
指
摘
し
た
上
述
の
分
析

と
結
論
に
は
、
筆
者
が
は
じ
め
て
指
摘
し
た
と
し
う
る
部
分
も
存
在
す
る
が
、

次
項
に
述
べ
る
こ
と
の
大
部
分
は
、
す
で
に
指
摘
済
み
の
こ
と
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
神
武
像
に
つ
い
て
は
三
品
彰
英
が
、
ホ
ム
ツ
ワ
ケ
を
中
心
と

す
る
応
神
像
に
つ
い
て
は
吉
井
が
、
ホ
ム
タ
ワ
ケ
を
中
心
と
す
る
応
神
像
に

つ
い
て
は
倉
塚
嘩
子
が
、
イ
ザ
ホ
ワ
ケ
を
中
心
と
す
る
履
中
像
に
つ
い
て
は

泉
谷
康
夫
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ま
と
ま
っ
た
研
究
成
果
を
あ
げ
て
お
り
、
筆
者
の

叙
述
は
こ
れ
ら
を
中
心
と
す
る
諸
研
究
を
点
綴
す
る
程
度
の
も
の
に
す
ぎ
な

い
。
し
か
し
、
各
研
究
と
も
に
個
別
の
王
者
像
は
追
求
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

王
者
像
同
士
の
関
係
性
は
追
求
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
点
綴
に
す
ぎ
な
い
仕

事
に
も
一
定
の
意
味
か
お
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
個
別
の
王
者
の
個
別
の
部

分
に
関
係
す
る
研
究
と
な
る
と
、
と
う
て
い
収
集
で
き
る
量
で
は
な
い
の
で
、

個
別
部
分
に
つ
い
て
は
本
稿
と
同
一
の
視
点
か
ら
の
研
究
か
お
る
の
で
は
な

い
か
と
予
想
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
成
果
を
示
さ
れ
た
研
究
者
に
は
失
礼
で

あ
る
が
、
個
別
研
究
の
研
究
史
を
た
ど
り
き
る
力
量
が
な
い
も
の
と
し
て
、

こ
了
解
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
三
　
物
語
の
共
通
性

　
神
武
Ｇ
と
応
神
Ｇ
と
履
中
Ｇ
に
共
通
す
る
物
語
を
提
示
し
た
い
が
、
基
準

を
と
り
あ
え
ず
神
武
Ｇ
に
置
く
こ
と
に
し
、
共
通
要
素
の
例
示
は
前
項
末
に

記
し
た
事
情
か
ら
大
略
に
と
ど
め
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
Ａ
三
者
が
共
通
し
て
火
中
出
生
の
物
語
を
も
っ
こ
と
は
、
す
で
に
前
項
で

述
べ
た
。

　
Ｂ
神
武
Ｇ
の
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
と
同
時
に
火
中
に
出
生
し
た
の
は
三
子
で
あ

り
、
紀
で
は
長
子
を
隼
人
ら
の
始
祖
、
吾
田
君
小
橋
ら
の
本
祖
と
し
、
記
で

は
そ
れ
を
隼
人
阿
多
君
の
祖
と
す
る
。
誕
生
の
舞
台
も
日
向
で
あ
り
、
日
向

は
隼
人
の
勢
力
圏
で
あ
る
。
神
武
の
妃
に
記
の
阿
多
之
小
椅
君
の
妹
の
阿
比

良
比
売
、
紀
に
日
向
国
阿
田
邑
吾
平
津
媛
が
配
さ
れ
て
お
り
、
や
は
り
隼
人

と
関
係
が
あ
る
。
神
武
Ｇ
の
原
像
は
な
ん
ら
か
の
形
で
隼
人
と
関
係
し
て
い

る
。

　
応
神
Ｇ
で
は
応
神
記
に
応
神
の
妃
と
し
て
日
向
泉
長
比
売
、
紀
に
日
向
泉

長
媛
か
お
り
、
日
向
の
地
名
か
ら
み
て
隼
人
と
の
関
係
を
連
想
さ
せ
る
。

　
履
中
Ｇ
で
は
応
神
記
に
仁
徳
と
日
向
国
諸
県
君
の
娘
の
髪
長
比
売
、
紀
に

仁
徳
と
日
向
国
の
諸
県
君
牛
諸
井
の
娘
の
髪
長
媛
の
歌
物
語
を
記
す
。
日
向

国
諸
県
の
地
名
か
ら
み
て
隼
人
が
関
係
す
る
。
履
中
記
紀
に
反
正
が
隼
人
を

使
っ
て
ナ
カ
ツ
ミ
コ
を
平
定
し
た
と
あ
る
こ
と
は
、
何
よ
り
も
直
接
的
な
関

連
を
示
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
隼
人
が
関
係
す
る
こ
と
を
共
通
性
と

し
て
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
Ｃ
神
武
Ｇ
の
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
は
、
海
神
の
宮
に
お
も
む
き
、
海
神
の
娘
と

結
婚
す
る
。
水
と
の
深
い
関
係
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
記
紀
と
も
に
神
武

の
兄
の
イ
ナ
ヒ
（
記
の
稲
氷
命
、
紀
の
稲
飯
命
）
は
海
に
入
り
神
と
な
る
の

も
、
水
に
関
し
て
い
る
。

　
応
神
Ｇ
の
ホ
ム
チ
ワ
ケ
は
す
で
に
み
た
よ
う
に
記
に
池
で
の
水
遊
び
の
記

事
か
お
り
、
同
種
の
記
事
が
履
中
Ｇ
の
イ
ザ
ホ
ワ
ケ
に
も
み
え
る
。
記
の
ホ
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ム
チ
ワ
ケ
の
物
語
に
は
、
蛇
神
（
＝
水
の
神
）
と
の
結
婚
の
話
か
お
り
、
ま

た
応
神
が
航
海
王
の
性
格
を
持
つ
こ
と
は
す
で
に
鴻
巣
隼
雄
に
よ
っ
て
指
摘

さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
応
神
と
水
辺
の
祭
で
あ
る
八
十
嶋
祭
の
関
係
の
深
い
こ

と
が
岡
田
精
司
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
応
神
と
水
と
の
関
係
は

強
い
。

　
履
中
G
の
履
中
は
上
記
の
ほ
か
に
、
履
中
は
ナ
カ
ツ
ミ
コ
の
反
乱
を
受
け

難
波
か
ら
大
和
へ
逃
れ
る
が
、
そ
れ
に
関
連
し
て
紀
は
海
人
の
ア
ヅ
ミ
氏
の

履
巾
へ
の
反
抗
と
服
従
の
話
を
記
し
て
お
り
、
こ
れ
も
履
中
の
水
と
の
関
係

の
深
さ
を
示
し
て
い
る
。
履
中
は
ほ
か
に
淡
路
島
で
狩
り
を
し
て
お
り
、
淡

路
ま
で
は
海
路
で
あ
る
か
ら
航
海
王
の
性
格
も
あ
っ
た
。
履
中
G
の
反
正
は
、

ミ
ツ
ハ
ワ
ケ
の
名
そ
の
も
の
が
水
に
ち
な
ん
で
い
る
。
以
上
に
よ
り
、
水
と

強
い
関
係
を
持
つ
こ
と
を
共
通
性
と
し
て
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
D
神
武
G
の
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
の
子
は
記
紀
と
も
に
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
ヘ
ズ
で

あ
り
、
こ
の
ウ
は
記
に
産
室
を
鵜
の
羽
で
造
っ
た
と
あ
り
鳥
の
鵜
で
、
紀
の

一
書
第
三
に
も
同
様
で
あ
る
。
神
武
は
い
わ
ゆ
る
「
東
征
」
の
物
語
で
熊
野

山
中
で
ヤ
タ
カ
ラ
ス
の
援
助
を
受
け
、
ヤ
マ
ト
平
定
過
程
の
歌
謡
に
鵜
飼
の

助
力
へ
の
依
頼
が
歌
わ
れ
、
や
は
り
鳥
に
関
係
し
て
い
る
。
紀
で
は
さ
ら
に

金
色
の
鎖
の
援
助
も
あ
る
。

　
応
神
G
で
は
ホ
ム
チ
ワ
ケ
（
ホ
ム
ツ
ワ
ケ
）
が
記
紀
と
も
に
、
白
鳥
を
み

て
声
を
発
し
た
と
あ
り
、
白
鳥
が
重
大
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
。
応
神
の
子

に
は
、
オ
ホ
サ
ザ
キ
、
ネ
ト
リ
、
メ
ト
リ
、
ハ
ヤ
ブ
サ
ワ
ケ
な
ど
鳥
に
ち
な

む
も
の
か
お
り
、
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
の
子
の
ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
ヘ
ズ
の
名
の
例
に

等
し
い
。

　
履
中
G
で
は
仁
徳
の
オ
ホ
サ
ザ
牛
は
、
鳥
の
名
そ
の
も
の
で
あ
り
、
記
紀

と
も
に
皇
后
と
の
い
さ
か
い
で
の
仁
徳
の
使
者
の
名
が
鳥
山
で
あ
る
こ
と
、

メ
ト
リ
と
ハ
ヤ
ブ
サ
ワ
ケ
の
灰
乱
を
受
け
る
こ
と
、
雁
の
卵
に
関
す
る
歌
物

語
を
持
つ
こ
と
、
紀
で
は
仁
徳
の
誕
生
に
際
し
て
ツ
ク
＝
み
み
ず
く
が
産
室

に
飛
び
込
ん
だ
と
す
る
こ
と
な
ど
鳥
に
深
く
関
係
す
る
。
履
巾
も
紀
に
は
大

空
か
ら
神
の
声
が
聞
こ
え
、
［
鳥
か
よ
う
羽
m
の
汝
妹
］
と
皇
后
を
呼
ん
で

お
り
、
鳥
が
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
関
係
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

　
神
武
の
ヤ
タ
カ
ラ
ス
は
巨
大
な
烏
で
あ
り
、
巨
大
な
黒
い
鳥
で
あ
る
。
ホ

ム
チ
ワ
ケ
（
ホ
ム
ツ
ワ
ケ
）
の
白
鳥
は
大
き
な
白
い
鳥
で
あ
り
、
黒
と
白
の

相
違
は
あ
る
が
、
巨
大
な
鳥
と
い
う
点
て
共
通
す
る
イ
メ
ー
ジ
か
お
る
。
オ

ホ
サ
ザ
牛
も
サ
ザ
牛
は
小
鳥
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
火
き
い
こ
と
を
意
味
す
る

オ
ホ
の
接
頭
語
が
付
さ
れ
て
お
り
、
や
は
り
巨
大
な
鳥
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で

共
通
す
る
。
巨
大
か
ど
う
か
は
と
も
か
く
、
鳥
と
の
関
係
と
い
う
共
通
性
か

お
る
。

　
E
神
武
G
の
神
武
は
日
向
か
ら
「
東
征
」
す
る
が
、
最
終
的
に
平
定
す
る

相
手
は
記
紀
と
も
に
神
武
の
同
族
の
天
孫
ニ
ギ
ハ
ヤ
ヒ
で
あ
る
。
つ
ま
り
同

族
を
平
定
す
る
こ
と
で
完
了
す
る
「
東
征
物
語
」
を
神
武
は
持
っ
て
い
る
。

　
応
神
G
の
応
神
は
筑
紫
に
誕
生
し
、
異
母
兄
の
カ
ゴ
サ
カ
と
オ
シ
ク
マ
を

平
定
し
て
、
畿
内
に
入
る
。
同
族
を
平
定
す
る
こ
と
で
完
了
す
る
「
東
征
物

語
」
で
あ
る
。

　
履
中
G
の
履
中
は
ナ
ニ
ワ
を
脱
出
し
、
記
で
は
途
中
に
待
ち
受
け
る
兵
を

避
け
、
紀
で
は
途
中
で
敵
を
服
属
さ
せ
て
、
石
上
神
宮
に
入
る
。
敵
は
同
母

弟
の
ス
ミ
ノ
エ
ナ
カ
ツ
ミ
コ
に
味
方
す
る
者
で
あ
り
、
要
す
る
に
こ
れ
も
同

- m n一似
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族
の
平
定
で
終
結
す
る
「
東
征
物
語
」
の
変
形
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
同

族
の
平
定
で
完
了
す
る
「
東
征
物
語
」
か
お
る
こ
と
を
共
通
性
と
し
て
指
摘

し
う
る
。

　
以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
神
武
Ｇ
と
応
神
Ｇ
と
履
中
Ｇ
の
間
に
は
、
Ａ
火

中
出
生
の
物
語
が
あ
る
、
Ｂ
隼
人
に
関
わ
り
を
持
つ
、
Ｃ
水
に
関
わ
り
を
持

つ
、
Ｄ
鳥
に
関
わ
り
を
持
つ
、
Ｅ
同
族
の
平
定
で
完
了
す
る
「
東
征
物
語
」

を
持
つ
、
と
い
う
五
点
の
共
通
性
が
み
ら
れ
る
。
す
で
に
引
用
し
た
よ
う
に

火
中
出
生
の
物
語
は
穀
霊
信
仰
に
関
係
す
る
と
い
わ
れ
、
穀
霊
の
主
体
た
る

水
稲
を
考
え
れ
ば
、
水
が
そ
れ
に
関
与
す
る
し
、
餅
が
白
鳥
に
変
じ
る
物
語

か
お
る
よ
う
に
鳥
も
殺
霊
信
仰
に
関
連
す
る
。
結
局
、
Ａ
と
Ｃ
と
Ｄ
は
殺
霊

信
仰
に
関
係
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
も
し
こ
れ
ら
の
要
素
だ
け
が
共
通
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
一
般
的
王
者
像
が
穀
霊
信
仰
に
基
づ
く
た
め
に
各
王
者
に
そ
の

要
素
が
配
分
さ
れ
た
と
み
な
す
べ
き
だ
と
い
う
反
論
も
成
立
す
る
。
し
か
し
、

Ｂ
隼
人
の
関
与
と
Ｅ
特
定
の
形
の
「
東
征
物
語
」
と
い
う
共
通
要
素
は
、
い

か
に
考
え
よ
う
と
一
般
的
王
者
像
の
必
須
の
要
素
と
は
い
え
な
い
。
つ
ま
り
、

こ
の
Ｂ
・
Ｅ
の
特
殊
な
二
要
素
の
あ
る
た
め
に
、
王
者
に
ふ
さ
わ
し
い
一
般

的
物
語
を
各
工
者
に
分
与
し
た
の
で
は
な
く
、
唯
一
の
原
王
者
像
か
ら
三
グ

ル
ー
プ
の
各
工
者
像
を
派
生
し
さ
せ
た
も
の
と
結
論
せ
ざ
る
を
え
な
い
の
で

あ
る
。

　
記
紀
の
作
者
（
編
者
）
　
の
脳
１
　
に
存
在
し
た
「
原
工
者
像
」
は
、
Ａ
・

Ｃ
・
Ｄ
の
要
素
を
兼
備
し
た
穀
霊
信
仰
に
立
ち
、
Ｂ
隼
人
と
関
連
し
、
Ｅ
同

族
を
平
定
し
て
終
了
す
る
「
東
征
物
語
」
を
持
つ
王
者
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を

神
武
Ｇ
と
応
神
Ｇ
と
履
中
Ｇ
の
三
原
像
に
分
派
さ
せ
、
さ
ら
に
神
武
Ｇ
か
ら

は
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
と
神
武
を
、
応
神
Ｇ
か
ら
は
ホ
ム
チ
ワ
ケ
（
ホ
ム
ツ
ワ

ケ
）
と
応
神
を
、
履
中
Ｇ
か
ら
は
履
中
と
反
正
さ
ら
に
は
仁
徳
を
派
生
さ
せ

た
上
で
、
各
王
者
に
適
宜
に
物
語
を
分
配
し
、
さ
ら
に
別
の
物
語
を
も
付
加

し
て
各
人
物
像
を
分
立
さ
せ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
記
紀
の
「
原
王
者
像
」
が
持
っ
て
い
た
物
語
群
を
以
上
の
よ
う
に

推
定
す
る
と
き
、
神
武
Ｇ
や
応
神
Ｇ
や
履
中
Ｇ
ほ
ど
に
は
完
備
し
て
い
な
い

も
の
の
、
同
様
の
物
語
群
を
か
な
り
の
程
度
具
有
す
る
王
者
た
ち
が
存
在
す

る
こ
と
に
気
付
く
。
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
と
オ
ホ
ハ
ッ
セ
ワ
カ
タ
ケ
ル
＝
雄
略
が

そ
れ
で
あ
る
。
両
者
の
様
相
を
項
を
改
め
て
み
て
お
き
た
い
。

四
　
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
と

　
　
　
　
オ
ホ
ハ
ツ
セ
ワ
カ
タ
ケ
ル
の
場
合

　
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
に
つ
い
て
の
研
究
の
蓄
積
も
膨
大
な
も
の
が
あ
り
、
ま
と

ま
っ
た
著
作
と
し
て
は
吉
井
巌
の
も
の
が
あ
る
が
、
そ
の
巻
末
に
は
完
全
な

も
の
で
は
な
い
と
断
わ
り
な
が
ら
も
、
一
九
七
七
年
の
段
階
で
二
四
〇
以
上

の
関
係
論
文
を
列
挙
す
る
。
こ
の
場
合
も
ま
た
と
う
て
い
参
照
し
う
る
よ
う

な
数
で
は
な
い
こ
と
は
ご
理
解
い
た
だ
け
る
も
の
と
思
う
し
、
ま
た
本
稿
で

の
分
析
は
個
別
の
事
例
を
実
証
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
先
行
業
績
で
の

蓄
積
を
参
照
し
な
い
態
度
も
許
さ
れ
る
も
の
と
し
て
論
を
進
め
る
こ
と
を
ご

了
解
い
た
だ
き
た
い
。

　
景
行
天
皇
の
子
の
ヲ
ウ
ス
の
別
名
と
し
て
は
、
記
の
景
行
の
系
譜
に
ヤ
マ

ト
ヲ
グ
ナ
が
、
紀
に
は
ヤ
マ
ト
ヲ
グ
ナ
と
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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記
紀
と
も
に
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
名
は
、
ク
マ
ソ
の
長
に
命
名
さ
れ
た
名
で
あ

り
、
通
称
的
な
位
置
に
あ
る
こ
と
は
確
認
で
き
る
。
記
紀
に
共
通
す
る
ヤ
マ

ト
ヲ
グ
ナ
と
ヲ
ウ
ス
で
あ
る
が
、
大
系
本
紀
の
頭
注
に
ヲ
グ
ナ
の
語
義
は
未

詳
と
あ
る
。
ヲ
ウ
ス
は
同
注
に
出
産
と
臼
と
の
関
係
が
記
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、

山
上
伊
豆
母
は
ヲ
ウ
ス
は
火
き
り
臼
す
な
わ
ち
ホ
ウ
ス
か
ら
転
じ
た
と
い
う
。

山
上
説
を
採
用
す
れ
ば
、
ホ
＝
火
・
穂
に
関
係
す
る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、

ホ
ム
チ
や
イ
ザ
ホ
と
い
っ
た
例
と
は
少
し
く
異
な
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

名
に
つ
い
て
の
考
察
か
ら
は
、
原
王
者
像
と
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
と
の
共
通
性
は

指
摘
で
き
な
い
。

　
物
語
部
分
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
B
隼
人
の
関
与
は
ク
マ
ソ
制
圧
の
物

語
、
ク
マ
ソ
の
長
か
ら
名
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
に
明
ら
か
で
あ
る
。

　
A
火
中
出
生
に
つ
い
て
は
、
東
国
平
定
の
物
語
に
野
中
で
焼
き
殺
さ
れ
か

か
る
部
分
か
お
り
、
そ
こ
か
ら
脱
出
す
る
と
い
う
の
は
イ
ザ
ホ
ワ
ケ
の
炎
上

す
る
宮
殿
か
ら
の
脱
出
と
同
じ
く
、
火
中
出
生
の
変
形
と
み
る
こ
と
が
で
き

る
。
吉
井
は
火
中
出
生
で
は
な
く
、
火
を
制
す
る
智
恵
を
原
形
と
す
る
物
語

と
い
う
が
、
物
語
と
し
て
は
火
中
出
生
の
物
語
に
火
を
制
す
る
物
語
が
重
ね

ら
れ
た
二
重
の
も
の
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
火
中
出
生
だ
け
の
物
語

よ
り
も
、
人
間
の
智
恵
を
付
加
し
て
い
る
だ
け
、
物
語
と
し
て
は
新
し
い
要

素
か
お
る
。

　
C
水
と
の
関
係
は
、
妃
の
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
の
入
水
に
よ
る
荒
海
の
鎮

静
と
、
イ
ブ
牛
山
の
神
に
崇
ら
れ
て
の
泉
の
水
に
よ
る
覚
醒
に
う
か
が
え
る
。

前
者
は
神
武
紀
の
荒
海
を
神
武
の
ふ
た
り
の
兄
の
入
水
で
鎮
静
さ
せ
る
物
語

に
共
通
し
、
後
者
は
体
内
に
水
を
入
れ
て
再
生
す
る
話
で
あ
る
か
ら
、
水
と

の
関
係
性
は
明
白
で
あ
る
。
吉
井
は
タ
ケ
ル
を
蘇
生
さ
せ
た
泉
を
、
養
老
の

改
元
を
も
た
ら
し
た
美
濃
国
当
苔
郡
の
霊
泉
と
み
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
妥

当
で
あ
ろ
う
。
き
わ
め
て
後
世
的
要
素
が
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
D
鳥
と
の
関
係
は
、
タ
ケ
ル
が
死
後
に
白
い
大
き
な
鳥
に
化
す
こ
と
で
、

あ
ま
り
に
も
明
ら
か
で
あ
る
。
タ
ケ
ル
が
鳥
そ
の
も
の
の
性
格
を
持
っ
て
い

る
こ
と
に
な
る
が
、
餅
が
白
鳥
に
変
身
す
る
話
は
『
豊
後
国
風
土
記
』
な
ど

に
み
え
、
穀
霊
が
白
鳥
に
変
身
す
る
と
い
う
考
え
が
存
在
し
た
こ
と
が
わ
か

る
。
タ
ケ
ル
は
穀
霊
の
性
格
を
持
っ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
が
、
タ
ケ
ル
が

白
鳥
に
変
身
す
る
こ
と
を
も
っ
て
、
タ
ケ
ル
の
変
身
を
穀
霊
信
仰
の
原
形
と

み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
タ
ケ
ル
が
穀
霊
に
ち
な
む
名
を
持
だ
な
い
（
ウ

ス
は
確
か
に
穀
霊
に
関
係
す
る
が
、
一
般
的
穀
霊
を
ウ
ス
と
み
な
し
え
な

い
）
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
む
し
ろ
穀
霊
は
タ
ケ
ル
に
二
次
的
に
付
加
さ
れ
た

も
の
と
み
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
E
同
族
の
打
倒
に
完
了
す
る
東
征
物
語
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
タ
ケ
ル
が

闘
っ
た
相
手
は
、
ク
マ
ソ
と
東
国
の
反
乱
者
た
ち
で
あ
り
、
同
族
で
は
な
い
。

タ
ケ
ル
の
同
族
の
打
倒
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
の
は
、
記
で
の
同
母
兄
の
殺

害
で
あ
る
。
こ
の
同
母
兄
の
名
は
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
同
母
兄
の
オ
ホ

ウ
ス
は
記
紀
と
も
に
景
行
の
命
を
帯
び
て
美
女
を
求
め
に
派
遣
さ
れ
、
美
女

を
自
分
の
妃
と
し
た
の
で
景
行
と
対
立
し
た
と
あ
り
、
こ
れ
に
相
当
す
る
と

み
て
よ
か
ろ
う
。
紀
に
は
タ
ケ
ル
の
同
母
兄
の
殺
害
は
な
く
、
タ
ケ
ル
に
東

国
平
定
を
命
じ
る
前
に
オ
ホ
ウ
ス
に
命
じ
た
が
、
オ
ホ
ウ
ス
は
逃
げ
隠
れ
し

た
の
で
美
濃
に
封
じ
た
と
あ
る
。
紀
に
せ
よ
タ
ケ
ル
と
兄
の
対
立
は
記
し
て

い
る
か
ら
、
同
族
の
打
倒
を
拡
散
さ
せ
た
形
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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東
征
自
体
は
「
東
国
巡
歴
」
物
語
に
拡
散
さ
せ
ら
れ
て
い
る
と
も
、
記
で

は
ク
マ
ソ
平
定
の
帰
途
に
山
神
・
河
神
・
穴
門
神
な
ど
を
平
定
し
た
と
簡
単

に
記
さ
れ
る
こ
と
に
、
紀
で
は
吉
備
の
穴
海
で
の
悪
神
の
平
定
と
難
波
の
柏

済
の
悪
神
の
平
定
を
記
寸
部
分
に
集
約
さ
れ
て
い
る
と
も
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
同
族
の
打
倒
で
完
了
す
る
物
語
は
、
兄
と
の
対
立
あ
る
い
は
殺
害
と
、

東
征
の
二
部
分
に
分
割
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
、
非
常
な
変
形
を
受
け
て
い
る

と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
火
中
出
生
に
新
し
い
要
素
が
付
加
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
鳥
と
の
関
係
や
水
と
の
関
係
に
も
同
じ
こ
と
が
指
摘
で
き
る
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
同
族
の
打
倒
で
終
結
す
る
東
征
物
語
の
こ
の
程
度
の
変
形
は
許
容

さ
れ
る
範
囲
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
物
語
群
に
は
、
記
紀
の
原
王
者
像
の

持
つ
固
有
の
物
語
に
、
さ
ら
に
後
世
的
要
素
を
加
え
て
変
形
さ
せ
た
物
語
が

み
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
原
像
も
ま
た
王
者
原
像
か
ら
派

生
し
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
も
で
き
る
が
、
著
し
く
付
加
的
要
素
に
よ
り
修

師
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
他
の
場
合
と
異
な
る
。
前
項
ま
で
に
述
べ
て
き
た

谷
王
者
Ｇ
に
み
ら
れ
た
「
ホ
」
と
い
う
名
の
共
通
性
が
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
に
み

ら
れ
な
い
こ
と
は
、
彼
ら
の
物
語
が
完
成
し
た
後
に
さ
ら
に
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル

の
原
像
が
構
想
さ
れ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。

　
オ
ホ
ハ
ツ
セ
ワ
カ
タ
ケ
ル
に
つ
い
て
は
、
周
知
の
よ
う
に
埼
玉
県
稲
荷
山

古
墳
出
上
鉄
剣
銘
の
「
ワ
カ
タ
ケ
ル
大
王
」
に
比
定
す
る
の
が
定
説
で
、
定

説
で
は
オ
ホ
ハ
ツ
セ
ワ
カ
タ
ケ
ル
＝
雄
略
の
実
在
は
確
実
で
あ
る
と
い
う

（
本
稿
末
尾
に
関
説
す
る
）
。
雄
略
を
め
ぐ
る
研
究
も
数
多
い
が
、
ヤ
マ
ト
タ

ケ
ル
に
つ
い
て
記
し
た
よ
う
な
観
点
か
ら
の
分
析
な
の
で
、
先
行
業
績
の
検

討
は
省
略
し
た
い
。
ま
た
、
物
語
の
共
通
性
の
や
や
詳
し
い
検
討
は
す
で
に

発
表
し
た
の
で
、
概
略
の
み
を
記
し
て
お
き
た
い
。

　
Ｂ
隼
人
と
の
関
係
は
、
紀
の
み
に
記
さ
れ
て
い
る
。
清
寧
紀
に
雄
略
の
陵

へ
の
埋
葬
の
際
に
、
隼
人
が
陵
の
ほ
と
り
で
昼
夜
大
声
で
叫
び
、
食
事
も
取

ら
ず
七
日
で
死
亡
し
、
有
司
が
隼
人
の
墓
を
陵
の
北
辺
に
造
っ
て
埋
葬
し
た

記
事
が
あ
る
。

　
Ａ
火
中
出
生
の
話
も
、
紀
の
み
に
記
さ
れ
て
い
る
。
允
恭
紀
に
允
恭
皇
后

オ
シ
サ
カ
オ
ホ
ナ
カ
ツ
ヒ
メ
は
、
允
恭
の
寵
愛
か
問
母
妹
に
移
っ
た
の
を
う

ら
み
、
雄
略
の
出
産
に
際
し
て
産
室
に
火
を
放
と
う
と
し
た
と
あ
る
。
雄
略

と
火
が
関
係
す
る
話
は
、
記
に
志
幾
大
県
主
の
家
を
無
礼
と
し
て
焼
こ
う
と

し
た
、
紀
に
ツ
ブ
ラ
大
臣
の
家
に
放
火
し
て
マ
ヨ
ワ
王
と
サ
カ
ア
イ
ク
ロ
ヒ

コ
ら
を
殺
害
し
た
、
百
済
の
イ
ケ
ツ
ヒ
メ
と
イ
シ
カ
ワ
タ
テ
を
焼
き
殺
し
た
、

播
磨
で
悪
行
を
重
ね
る
ア
ヤ
シ
ヲ
マ
ロ
の
家
を
臣
下
を
派
遣
し
て
焼
か
せ
た
、

な
ど
か
お
る
。
火
を
自
在
に
使
う
大
王
の
姿
が
う
か
が
え
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル

が
火
を
制
す
る
姿
よ
り
も
さ
ら
に
強
く
火
を
支
配
し
て
い
る
姿
で
あ
る
。

　
ま
た
火
に
直
接
関
係
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
津
田
は
「
そ
れ
か
ら
、
一

夜
に
し
て
娠
ん
だ
の
を
怪
ま
れ
た
と
い
ふ
こ
と
は
、
神
武
天
皇
に
つ
い
て
も

雄
略
天
皇
に
つ
い
て
も
語
ら
れ
て
ゐ
る
話
で
あ
っ
て
、
男
が
女
に
通
ふ
風
習

の
世
の
中
に
於
い
て
は
、
有
り
が
ち
の
こ
と
で
あ
り
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と

に
も
注
意
す
る
必
要
か
お
る
。
津
田
の
い
う
神
武
天
皇
と
は
こ
の
場
合
は
祖

父
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
津
田
は
風
習
の
な
か
で
考
え
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
津
田
と
は
別
に
、
神
武
Ｇ
像
と
雄
略
像
の
類
似
点
と
み
る
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こ
と
が
で
き
る
。

　
C
水
に
関
す
る
話
は
、
記
で
は
ミ
ワ
川
の
側
で
美
女
に
出
会
い
結
婚
を
約

束
す
る
、
ヨ
シ
ノ
川
の
側
で
美
女
と
出
会
い
後
に
舞
を
舞
わ
せ
る
、
な
ど
の

例
か
お
る
。
紀
で
は
ミ
マ
ミ
コ
に
井
戸
の
水
を
呪
岨
さ
れ
る
話
か
お
る
。
記

の
川
の
側
の
美
女
は
水
の
精
と
考
え
ら
れ
、
そ
れ
と
結
婚
を
約
束
し
た
り
舞

を
舞
わ
せ
た
り
す
る
の
は
、
水
の
精
へ
の
完
全
な
支
配
権
を
獲
得
し
た
こ
と

を
示
す
。
紀
で
は
呪
岨
へ
の
対
応
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
井
戸
水
を
呪
誼
さ

れ
て
も
動
し
な
い
雄
略
の
姿
が
示
さ
れ
て
い
る
。
雄
略
の
水
へ
の
態
度
と
火

へ
の
態
度
に
は
共
通
性
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
、
注
目
に
値
す
る
。

　
D
島
と
の
関
係
は
、
記
で
は
歌
謡
中
に
多
数
の
島
が
み
え
る
程
度
で
あ
る
。

紀
で
は
カ
ツ
ラ
ギ
山
で
の
狩
り
で
の
異
変
を
霊
1
　
が
雄
略
に
告
げ
る
、
サ
キ

ッ
ヤ
が
雄
略
を
小
さ
い
雄
鳥
と
見
立
て
た
、
飛
鳥
を
か
み
殺
し
た
犬
の
持
ち

主
に
養
鳥
人
を
献
上
さ
せ
た
、
白
い
鵜
に
ち
な
ん
で
舎
人
を
設
定
し
た
、
島

官
の
島
が
殺
害
さ
れ
そ
れ
に
よ
っ
て
鳥
養
部
を
設
定
し
た
、
な
ど
か
お
る
。

記
は
島
に
ま
つ
わ
る
話
を
作
製
で
き
な
か
っ
た
か
わ
り
に
歌
謡
中
に
島
を
登

場
さ
せ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
紀
の
霊
鳥
は
王
者
像
の
鳥
の
援
助
の
話

に
類
似
す
る
。
紀
の
他
の
話
は
鳥
養
人
・
島
養
部
な
ど
に
ま
つ
わ
る
話
で
、

島
を
養
う
発
想
自
体
は
鳥
の
霊
力
へ
の
完
全
な
支
配
を
意
味
し
て
い
る
。
火

と
水
へ
の
支
配
権
の
確
保
の
同
類
の
話
が
鳥
に
つ
い
て
も
構
想
さ
れ
て
い
る
。

　
E
同
族
の
打
倒
で
完
了
す
る
「
東
征
物
語
」
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う

か
。
同
族
の
打
倒
は
、
記
で
は
同
母
兄
ク
ロ
ヒ
コ
エ
、
同
シ
ロ
ヒ
コ
王
、
マ

ヨ
ワ
王
、
イ
チ
ベ
ノ
オ
シ
ハ
王
の
殺
害
か
お
り
、
紀
で
は
同
母
兄
（
ヤ
ツ
リ

ノ
）
シ
ロ
ヒ
コ
皇
子
、
同
（
サ
カ
ア
イ
ノ
）
ク
ロ
ヒ
コ
皇
子
、
マ
ヨ
ワ
王
、

イ
チ
ベ
ノ
オ
シ
ハ
皇
子
の
殺
害
か
お
り
、
例
示
に
こ
と
か
か
な
い
。
「
東
征

物
語
」
は
、
オ
シ
ハ
を
記
紀
と
も
に
近
江
の
ク
タ
ワ
タ
ノ
カ
ヤ
ノ
で
殺
害
し

て
お
り
、
雄
略
の
泊
瀬
宮
か
ら
す
れ
ば
北
北
東
に
あ
た
る
が
、
神
武
の
日
向

か
ら
瀬
戸
内
海
に
は
い
る
ル
ー
ト
も
、
熊
野
か
ら
大
和
へ
入
る
ル
ー
ト
も
北

方
で
あ
り
、
雄
略
の
場
合
も
東
征
の
範
啼
と
し
て
よ
か
ろ
う
。
ヤ
マ
ト
タ
ケ

ル
の
場
合
よ
り
も
ま
だ
、
同
族
の
打
倒
と
東
征
が
結
び
つ
い
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
で
き
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
オ
ホ
ハ
ツ
セ
ワ
カ
タ
ケ
ル
に
も
ま
た
、
原
土
者
像
が
有
し

て
い
た
物
語
を
発
見
で
き
る
。
し
か
し
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
場
合
よ
り
も
さ

ら
に
新
し
い
要
素
（
霊
力
に
対
す
る
支
配
）
が
付
加
さ
れ
て
お
り
、
オ
ホ
ハ

ツ
セ
ワ
カ
タ
ケ
ル
の
原
像
は
原
王
者
像
か
ら
の
派
生
と
い
う
よ
り
も
、
オ
ホ

ハ
ツ
セ
ワ
カ
タ
ケ
ル
の
原
像
の
方
に
原
王
者
像
の
有
し
て
い
る
物
語
群
が
単

に
付
加
さ
れ
た
か
に
も
思
え
る
。
し
か
し
そ
う
で
は
な
い
。
記
紀
に
カ
ツ
ラ

ギ
山
の
二
百
主
神
と
雄
略
の
交
歓
が
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
雄
略
の
本
性
は
神

と
し
て
措
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
別
に
雄
略
の
原
像
を
求
め
る
と
し

て
も
、
神
に
行
き
あ
た
る
外
な
い
と
い
え
る
。

　
原
王
者
像
か
ら
の
派
生
像
を
雄
略
像
と
し
て
形
象
す
る
際
に
、
霊
力
を
支

配
す
る
人
間
的
支
配
者
と
い
う
新
し
い
要
素
を
多
分
に
付
加
し
た
た
め
に
、

あ
た
か
も
歴
史
的
実
在
性
が
付
与
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
み
え
る
だ
け
で
あ
る
。

新
し
い
要
素
が
多
分
に
付
加
さ
れ
た
の
は
、
雄
略
が
記
の
、
ま
た
、
紀
の

「
第
一
部
」
（
記
紀
を
何
部
構
成
か
と
考
え
て
、
仮
に
第
一
部
）
の
巻
末
に
位

置
す
る
巨
大
王
者
像
と
し
て
措
定
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
っ
て
、
い
わ
ば

「
古
事
」
を
こ
の
雄
略
を
め
ぐ
る
物
語
で
締
め
く
く
ろ
う
と
す
る
記
紀
の
構
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想
の
た
め
で
あ
る
。
神
々
の
世
界
に
登
場
し
、
そ
の
時
代
の
幕
を
引
く
工
者

と
し
て
は
、
神
の
属
性
を
持
ち
な
が
ら
き
わ
め
て
新
し
い
人
間
的
要
素
を
漂

わ
せ
る
神
が
原
王
者
像
の
変
形
と
し
て
構
想
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
雄

略
の
原
像
で
あ
っ
た
。

　
（
ヤ
マ
ト
）
タ
ケ
ル
と
（
オ
ホ
ハ
ツ
セ
）
　
ワ
カ
タ
ケ
ル
の
類
似
に
つ
い
て

は
す
で
に
吉
井
が
注
目
し
て
い
る
が
、
吉
井
は
雄
略
の
実
在
を
前
提
と
し
て

い
る
よ
う
で
、
結
果
的
に
は
原
島
礼
二
ら
の
五
世
紀
代
に
も
大
工
系
の
交
替

が
あ
っ
た
と
み
る
結
論
に
類
似
し
て
い
る
。
上
記
の
タ
ケ
ル
ー
ワ
カ
タ
ケ

ル
と
い
う
名
の
酷
似
は
、
漢
風
謐
号
の
命
名
者
に
よ
っ
て
も
気
付
か
れ
て
い

た
と
み
ら
れ
、
景
行
紀
に
は
（
ヤ
マ
ト
）
タ
ケ
ル
を
「
幼
に
し
て
雄
略
の
気

有
り
」
と
す
る
が
、
（
オ
ホ
ハ
ツ
セ
）
　
ワ
カ
タ
ケ
ル
に
雄
略
と
命
名
し
た
の

は
こ
れ
に
よ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
名
の
ヤ
マ
ト
ヲ
グ
ナ
の

ヲ
グ
ナ
は
、
安
康
記
に
は
「
こ
こ
に
オ
ホ
ハ
ツ
セ
エ
子
、
時
に
当
り
て
ヲ
グ

ナ
な
り
」
と
、
（
オ
ホ
ハ
ツ
セ
）
　
ワ
カ
タ
ケ
ル
の
状
態
を
表
現
す
る
語
と
し

て
使
用
す
る
。

　
（
ヤ
マ
ト
）
タ
ケ
ル
と
（
オ
ホ
ハ
ッ
セ
）
ワ
カ
タ
ケ
ル
の
名
は
、
実
在
す

合
王
者
た
ち
に
そ
の
根
拠
を
求
め
る
と
す
れ
ば
、
天
智
の
皇
子
の
タ
ケ
ル
工

Ｊ
な
わ
ち
斉
明
紀
の
「
皇
孫
建
王
」
に
求
め
ざ
る
を
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
皇

抹
タ
ケ
ル
は
天
智
紀
に
「
唖
に
し
て
語
る
こ
と
能
は
ず
」
と
あ
り
、
斉
明
紀

に
は
そ
の
死
亡
に
際
し
て
斉
明
の
六
首
の
歌
を
記
し
、
命
じ
て
後
世
に
伝
え

ぐ
せ
た
と
あ
る
。
タ
ケ
ル
を
主
人
公
と
す
る
歌
物
語
が
勅
命
を
基
礎
と
し
て

杉
成
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
は
、
あ
な
が
ち
う
が
ち
す
ぎ
で
は
な
か
ろ
う
。

　
「
物
い
わ
ぬ
（
＝
唖
）
」
の
皇
子
が
言
語
を
発
す
る
よ
う
に
な
る
物
語
は
、

記
紀
の
ホ
ム
チ
ワ
ケ
＝
ホ
ム
ツ
ワ
ケ
の
物
語
で
あ
り
、
皇
孫
タ
ケ
ル
の
事
情

が
こ
れ
に
反
映
し
て
い
る
と
い
う
指
摘
は
、
す
で
に
吉
井
な
ど
に
よ
っ
て
な

さ
れ
て
い
る
。
単
純
に
構
想
す
れ
ば
、
「
物
い
わ
ぬ
」
皇
子
の
物
語
は
（
ヤ

マ
ト
）
タ
ケ
ル
か
（
オ
ホ
ハ
ツ
セ
）
ワ
カ
タ
ケ
ル
に
付
さ
れ
る
べ
き
物
語
で

あ
る
。
そ
れ
が
ホ
ム
チ
ワ
ケ
＝
ホ
ム
ツ
ワ
ケ
の
物
語
と
な
っ
た
背
景
に
は
、

最
終
的
に
は
記
紀
の
作
者
の
強
烈
な
意
向
を
み
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、

ま
ず
単
純
に
考
え
れ
ば
（
ヤ
マ
ト
）
タ
ケ
ル
や
（
オ
ホ
ハ
ツ
セ
）
ワ
カ
タ
ケ

ル
に
「
物
い
わ
ぬ
」
皇
子
の
物
語
を
付
す
る
の
は
、
あ
ま
り
に
直
接
過
ぎ
て

発
想
の
根
底
が
す
ぐ
に
も
露
見
す
る
の
で
、
そ
れ
を
忌
避
し
た
事
情
が
想
定

で
き
よ
う
。

　
（
オ
ホ
ハ
ツ
セ
）
ワ
カ
タ
ケ
ル
に
つ
い
て
は
、
別
の
点
で
も
問
題
か
お
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
一
部
を
す
で
に
発
表
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
ワ
カ
タ
ケ
ル

の
同
母
兄
に
（
キ
ナ
シ
ノ
）
カ
ル
ミ
コ
か
お
る
こ
と
で
あ
る
。
カ
ル
皇
子
は

い
う
ま
で
も
な
く
孝
徳
の
皇
子
時
代
の
名
で
あ
り
、
ま
た
文
武
の
皇
子
時
代

の
名
で
も
あ
る
。
記
紀
の
（
牛
ナ
シ
ノ
）
カ
ル
は
同
母
妹
に
通
じ
て
、
記
で

は
自
殺
し
、
紀
で
は
伊
予
に
流
さ
れ
あ
る
い
は
同
母
弟
ア
ナ
ホ
＝
安
康
に
攻

撃
さ
れ
て
自
殺
す
る
。

　
安
康
は
自
分
が
誤
っ
て
殺
害
し
た
オ
ホ
ク
サ
カ
の
子
の
マ
ヨ
ワ
に
殺
害
さ

れ
る
部
分
だ
け
に
物
語
の
独
自
性
が
付
与
さ
れ
た
存
在
で
あ
る
が
、
ア
ナ
ホ

の
名
が
ア
ナ
つ
ま
り
「
あ
あ
（
感
嘆
の
語
）
」
と
「
ホ
」
か
ら
成
る
こ
と
か

ら
い
え
ば
、
名
と
し
て
は
ホ
ム
チ
ワ
ケ
や
イ
ザ
ホ
ワ
ケ
な
ど
の
系
譜
を
引
い

た
由
緒
の
あ
る
名
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
勘
案
す
れ
ば
、
ア
ナ
ホ
＝
安
康
に
本

来
付
さ
れ
て
い
た
物
語
が
、
（
オ
ホ
ハ
ツ
セ
）
　
ワ
カ
タ
ケ
ル
に
奪
わ
れ
た
と
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も
考
え
ら
れ
、
ま
た
ア
ナ
ホ
を
オ
ホ
ハ
ツ
セ
ワ
カ
タ
ケ
ル
の
別
名
と
も
み
な

し
う
る
。
允
恭
紀
の
末
尾
部
分
は
、
カ
ル
の
伊
予
へ
の
配
流
、
允
恭
の
死
亡
、

新
羅
の
弔
使
の
言
葉
を
誤
解
し
て
の
事
件
が
ワ
カ
タ
ケ
ル
に
報
告
さ
れ
る
、

と
い
う
順
序
で
あ
る
よ
う
に
、
カ
ル
か
ら
ワ
カ
タ
ケ
ル
へ
太
子
と
し
て
の
権

力
の
直
接
の
移
動
が
記
さ
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
当
初
の
構
想
で
は
、
カ
ル

か
ら
ア
ナ
ホ
の
別
名
と
し
て
の
（
オ
ホ
ハ
ッ
セ
）
ワ
カ
タ
ケ
ル
へ
の
権
力
移

動
が
あ
っ
た
と
推
定
で
き
る
。
カ
ル
天
皇
＝
孝
徳
か
ら
、
果
た
せ
な
か
っ
た

夢
と
し
て
の
皇
孫
タ
ケ
ル
ヘ
の
権
力
移
動
の
願
望
が
、
こ
こ
に
は
暗
示
さ
れ

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
天
武
系
王
権
の
下
で
作
製
さ
れ
た
記
紀
は
、
継
体
以
後
の
い
わ
ば
紀
の

「
第
二
部
」
以
下
の
構
想
を
指
摘
し
な
い
限
り
立
証
で
き
な
い
が
、
予
想
的

に
い
え
ば
、
天
智
に
天
命
開
別
天
皇
の
和
風
謐
号
を
与
え
て
い
る
よ
う
に
、

天
智
を
形
式
上
の
本
格
天
皇
の
初
代
と
し
、
天
武
を
そ
の
実
質
を
充
足
さ
せ

た
実
務
的
本
格
天
皇
の
初
代
と
す
る
二
重
構
造
を
基
本
原
理
と
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
天
智
を
聖
君
化
す
る
と
同
時
に
、
そ
れ
を
「
古
事
」
に
投
影

す
る
像
と
し
て
夭
折
し
た
皇
孫
タ
ケ
ル
像
を
案
出
し
（
お
そ
ら
く
「
原
」
皇

孫
タ
ケ
ル
物
語
が
成
立
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
が
）
、
記
紀
の
本
来
的
「
原
王

者
像
」
を
骨
格
と
し
て
、
そ
れ
に
東
西
に
王
権
を
拡
張
し
た
物
語
を
付
与
し

た
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
原
像
を
構
想
し
　
（
「
原
」
皇
孫
タ
ケ
ル
物
語
の
拡
張
か

も
し
れ
な
い
）
、
そ
れ
に
新
し
い
「
人
間
的
神
」
の
要
素
を
付
加
し
た
オ
ホ

ハ
ツ
セ
ワ
カ
タ
ケ
ル
の
原
像
を
構
想
し
た
と
い
え
る
。

　
（
ヤ
マ
ト
）
　
タ
ケ
ル
は
白
鳥
に
化
す
と
い
う
形
で
、
東
へ
西
へ
王
権
を
拡

張
し
た
業
績
が
報
わ
れ
る
こ
と
な
く
死
亡
さ
せ
ら
れ
る
悲
劇
の
皇
子
で
あ
る
。

（
オ
ホ
ハ
ッ
セ
）
　
ワ
カ
タ
ケ
ル
は
、
記
で
は
次
々
代
の
天
皇
顕
宗
に
よ
っ
て

自
分
の
陵
を
あ
ば
か
れ
よ
う
と
し
、
紀
で
は
末
年
に
は
自
分
の
指
名
し
た
後

継
者
に
反
対
す
る
勢
力
に
悩
ま
さ
れ
、
死
の
直
後
に
は
反
対
勢
力
が
反
乱
を

実
行
す
る
形
で
権
威
の
失
墜
が
明
記
さ
れ
る
悲
劇
の
天
皇
で
あ
る
。
両
者
と

も
に
非
運
の
中
に
生
を
閉
じ
る
の
で
あ
り
、
皇
孫
タ
ケ
ル
の
夭
折
の
非
運
が

色
濃
く
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
天
智
の
投
影
像

と
し
て
の
皇
孫
タ
ケ
ル
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
像
は
、
皇
孫
タ
ケ
ル
と
同
じ
く

天
智
の
子
で
あ
っ
た
大
友
皇
子
を
想
起
さ
せ
る
か
ら
、
天
武
側
に
と
っ
て
は

そ
の
運
命
は
是
非
と
も
非
運
の
中
に
閉
じ
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

と
も
い
え
る
。

　
　
　
ま
と
め
に
か
え
て

　
作
品
論
と
し
て
雄
略
以
前
の
記
紀
を
捉
え
て
分
析
し
た
結
果
は
、
一
個
の

「
原
工
者
像
」
か
ら
次
第
に
王
者
像
を
分
派
さ
せ
、
そ
れ
を
時
問
軸
上
に
配

列
し
た
上
で
、
さ
ら
に
種
々
の
物
語
を
付
加
す
る
こ
と
で
歴
史
性
・
個
別
性

を
付
与
し
た
に
過
ぎ
な
い
、
あ
る
種
の
架
空
の
「
歴
史
物
語
」
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。
時
間
岫
上
に
配
列
し
、
単
純
な
物
語
に
種
々
の
架
上
を
加
え

て
複
雑
化
し
て
い
っ
た
具
体
相
の
解
明
に
は
、
な
お
今
後
の
研
究
が
必
要
で

あ
ろ
う
。
た
だ
し
そ
の
際
に
は
、
王
権
中
枢
の
工
者
像
で
さ
え
歴
史
的
事
実

を
反
映
し
て
い
な
い
と
み
る
視
点
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
課
題
は
単
な
る
反

映
法
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
る
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
こ
の
点
で
は
継
体
以
降
の

紀
の
い
わ
ば
「
第
二
部
」
以
下
の
構
成
の
分
析
が
是
非
と
も
必
要
と
な
ろ
う
。

　
次
に
、
お
そ
ら
く
疑
問
か
お
る
で
あ
ろ
う
隼
人
の
問
題
に
つ
い
て
触
れ
て
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お
き
た
い
。
神
武
Ｇ
に
関
す
る
隼
人
の
関
与
に
つ
い
て
の
ま
と
ま
う
た
見
解

は
三
品
彰
莫
の
も
の
で
、
三
品
は
南
方
か
ら
の
稲
の
渡
来
と
結
合
さ
せ
て
文

化
の
古
層
を
示
す
も
の
と
し
、
「
政
治
的
な
対
隼
人
の
関
係
か
ら
、
後
代
の

宮
廷
人
に
よ
っ
て
添
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
解
す
る
ご
と
き
政
治
意
識
過

剰
の
見
解
に
は
賛
成
し
が
た
い
」
と
い
う
。
三
品
の
立
論
の
方
法
に
は
、
記

紀
を
扱
う
際
の
比
較
神
話
学
・
民
族
学
・
民
俗
学
の
問
題
点
が
集
中
的
に
あ

ら
わ
れ
て
い
る
。

　
稲
の
生
育
に
と
っ
て
本
が
不
可
欠
の
要
素
で
あ
る
の
は
、
地
域
や
民
族
の

い
か
ん
を
問
う
も
の
で
は
な
い
。
植
物
の
生
育
に
水
が
必
要
な
こ
と
は
人
類

共
通
の
認
識
で
あ
り
、
逆
に
植
物
の
生
育
に
本
は
不
必
要
で
あ
る
と
い
う
信

仰
か
お
る
の
な
ら
、
そ
れ
こ
そ
問
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な

い
以
上
、
稲
の
信
仰
と
水
の
信
仰
の
結
合
を
こ
と
さ
ら
に
他
地
域
・
他
民
族

に
求
め
る
必
要
は
な
い
。
ま
た
植
物
の
食
物
へ
の
利
用
に
火
が
決
定
的
な
意

味
を
持
つ
（
と
く
に
米
は
炊
か
な
け
れ
ば
食
料
に
な
ら
な
い
）
以
上
、
敦
霊

信
仰
と
火
信
仰
の
合
体
も
ま
た
、
人
類
に
普
遍
的
な
も
の
と
考
え
る
べ
き
で

あ
る
。

　
こ
う
し
た
記
紀
の
物
語
を
安
易
に
他
地
域
や
他
民
族
と
結
合
さ
せ
て
解
釈

す
る
の
は
、
一
見
き
わ
め
て
国
際
的
に
み
え
な
が
ら
、
「
日
本
民
族
」
の
特

殊
性
（
ひ
い
て
は
優
越
性
）
の
み
え
な
い
形
で
の
主
張
で
あ
る
こ
と
に
注
意

す
る
必
要
か
お
る
。
戦
前
に
こ
の
種
の
研
究
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
充

分
に
想
起
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
津
ｍ
は
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
「
初
か
ら

他
の
民
族
の
事
例
を
よ
り
ど
こ
ろ
に
し
て
、
ま
た
は
そ
れ
か
ら
作
ら
れ
た
或

る
学
者
の
仮
説
を
預
め
有
つ
て
ゐ
て
、
記
紀
の
説
話
を
む
ぞ
う
さ
に
そ
の
型

に
あ
て
は
め
て
考
へ
る
こ
と
は
避
け
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
つ

ま
り
人
類
に
並
日
遍
的
な
認
識
に
基
づ
き
説
明
さ
れ
る
も
の
に
、
他
地
域
か
ら

の
伝
播
の
み
を
重
視
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
隼
人
の
関
９
　
を
説
明
す
る
三
品
説

は
採
用
で
き
ず
、
わ
ざ
わ
ざ
隼
人
の
関
与
を
明
記
す
る
記
紀
は
、
や
は
り
隼

人
へ
の
特
別
な
関
心
を
持
た
ざ
る
を
え
な
い
時
代
の
背
景
か
ら
考
察
す
る
必

要
か
お
る
と
い
え
よ
う
。

　
稲
荷
山
古
墳
出
土
鉄
剣
銘
の
「
ワ
カ
タ
ケ
ル
人
作
土
」
は
雄
略
で
あ
る
と
い

う
定
説
は
、
あ
く
ま
で
も
ひ
と
つ
の
解
釈
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
り
、
や
は
り

津
田
か
「
従
っ
て
記
紀
の
記
載
が
厳
正
な
る
批
判
に
よ
っ
て
歴
史
的
事
実
た

る
こ
と
の
承
認
せ
ら
れ
た
上
で
な
く
て
は
、
記
紀
の
外
に
参
考
す
べ
き
文
献

が
無
い
や
う
な
事
物
を
取
扱
ふ
考
古
学
の
研
究
は
、
も
つ
ぱ
ら
遺
跡
や
遺
物

そ
の
も
の
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
を
基
本
と
す

る
必
要
か
お
る
。

　
筆
者
は
か
っ
て
稲
荷
山
古
墳
の
鉄
剣
銘
の
鉄
剣
に
随
伴
し
た
国
文
帯
神
獣

鏡
の
同
祖
鏡
を
持
つ
古
墳
の
下
限
が
七
世
紀
代
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
随
伴
し

た
桂
甲
と
同
類
の
物
を
持
つ
古
墳
の
下
限
が
七
囲
紀
前
半
で
あ
る
こ
と
を
根

拠
に
、
果
し
て
稲
荷
山
鉄
剣
の
発
９
　
さ
れ
た
傑
槨
が
五
世
紀
後
半
と
み
な
さ

ね
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
疑
問
を
提
示
し
た
。
陛
槨
を
五
財
紀
後
半
と
み

な
し
う
る
と
い
う
見
解
は
多
数
存
在
す
る
が
、
管
見
の
限
り
で
は
五
世
紀
後

半
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
見
解
は
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
出
上
遣
物

の
下
限
で
（
上
限
で
は
な
く
）
遺
構
の
年
代
を
考
え
る
方
法
は
、
稲
荷
山
古

墳
の
場
合
に
限
っ
て
は
成
立
し
え
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
ま
た
た
と
え
鉄
剣
銘
の
五
世
紀
後
半
が
確
実
で
あ
る
と
し
て
も
、
雄
略
が
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記紀の五世紀以前部分の史料的性格（……:.)∩7 ）

「
オ
ホ
ハ
ツ
セ
ワ
カ
タ
ケ
ル
大
王
」
で
な
く
「
ワ
カ
タ
ケ
ル
大
王
」
な
の
だ

と
い
う
こ
と
の
実
証
が
な
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
記
紀
が
歴
史
的
事
実
を
反

映
し
て
い
る
実
例
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
ワ
カ
タ
ケ
ル
王
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
記
で
は
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
と
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ

メ
の
開
の
子
で
あ
っ
て
　
（
紀
は
ワ
カ
タ
ケ
ヒ
コ
エ
）
、
紀
で
は
ヤ
マ
ト
タ
ケ

ル
と
フ
タ
ヂ
イ
リ
ヒ
メ
の
子
で
あ
る
。
こ
の
ワ
カ
タ
ケ
ル
は
天
皇
で
は
な
い

か
ら
「
大
王
」
と
み
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
時
代
も
一
致
し
な
い
等
々
と

考
え
る
こ
と
自
体
が
、
す
で
に
記
紀
を
信
じ
て
「
ワ
カ
タ
ケ
ル
大
王
」
を
雄

略
に
比
定
し
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

注
（
1
）
　
津
田
左
右
占
『
日
本
占
典
の
研
究
・
L
』
（
『
津
田
左
右
占
全
集
・
第
一
巻
』

　
　
　
一
九
六
三
年
・
岩
波
書
店
）
五
五
二
頁
以
ド
。

（
2
）
　
古
井
巌
「
応
神
天
皇
の
周
辺
」
（
同
『
天
皇
の
系
譜
と
神
話
』
　
一
九
六
七

　
　
　
年
・
塙
書
房
）

（
3
）
　
直
木
孝
次
郎
「
応
神
天
皇
の
実
往
性
に
つ
い
て
」
（
同
『
飛
鳥
奈
良
時
代
の

　
　
　
研
究
』
一
九
七
五
年
・
塙
書
房
）

（
4
）
　
古
井
巌
「
ホ
ム
ッ
ワ
ヶ
工
」
（
同
『
天
皇
の
系
譜
と
神
話
・
二
』
一
九
七
六

　
　
　
年
・
塙
書
房
）
二
三
三
百
。

（
5
）
　
古
井
巌
（
4
）
二
三
〇
百

（
6
）
　
坂
本
太
郎
ら
校
注
『
日
本
書
紀
・
L
・
ド
』
（
一
九
六
七
年
・
岩
波
書
店
）

　
　
　
以
ド
、
本
稿
で
は
同
書
の
頭
注
・
補
注
な
ど
に
つ
い
て
の
注
記
を
省
略
す

　
　
　
る
。

（
7
）
　
黛
弘
道
［
継
体
天
皇
の
系
譜
に
つ
い
て
の
町
考
］
（
同
『
律
令
田
家
成
立
史

　
　
　
の
研
究
』
一
九
八
二
年
・
古
川
弘
文
館
）

（
8
）
　
大
野
晋
ら
編
『
占
語
辞
典
』
（
一
九
七
四
年
・
岩
波
書
店
）

（
9
）
　
た
と
え
ば
黒
川
達
也
「
景
行
・
応
神
・
仁
徳
三
天
皇
の
実
在
性
を
め
ぐ
っ

　
　
　
て
」
（
日
木
原
史
四
六
一
回
・
一
九
八
六
年
）
も
、
ホ
ム
タ
地
名
説
を
採
用

　
　
　
す
る
。

（
1
0
）
　
篠
原
幸
久
「
応
神
天
息
の
始
祖
王
像
－
そ
の
名
を
め
ぐ
っ
て
I
」
（
続
目

　
　
　
本
紀
研
究
―
九
五
号
・
一
九
八
八
年
）
　
は
、
ホ
ム
タ
を
武
具
の
鞘
に
由
来

　
　
　
す
る
と
い
う
紀
の
分
注
を
そ
の
ま
ま
成
立
す
る
と
す
る
が
、
木
筒
宣
長
以

　
　
　
来
の
実
例
が
な
い
と
す
る
説
を
反
証
し
て
お
ら
ず
、
支
持
で
き
な
い
。

（
‥
1
　
1
）
　
笠
井
昌
昭
「
日
本
書
紀
を
中
心
と
し
て
池
の
伝
承
に
つ
い
て
i
立
后
の
儀

　
　
　
の
周
辺
―
」
（
二
品
彰
英
編
『
日
本
書
紀
研
究
・
第
四
冊
』
　
｝
九
七
〇

　
　
　
年
・
塙
吉
房
）
二
I
九
百
。

（
回
）
　
津
田
左
右
占
（
1
）
五
四
六
貞
。
た
だ
し
岸
田
説
で
は
、
「
穂
」
が
本
来
で

　
　
　
　
1
火
」
は
別
の
要
素
と
す
る
。
本
橋
と
は
発
想
が
異
な
っ
て
い
る
。

（
1
3
）
　
川
口
勝
康
「
瑞
刃
刀
と
大
王
弓
の
成
立
」
（
＃
L
光
立
荒
肝
記
念
『
占
代
史

　
　
　
論
叢
I
L
』
一
九
七
八
年
・
古
川
弘
文
館
）

（
1
　
4
）
　
松
本
に
広
『
日
本
神
話
の
研
究
』
（
一
九
四
六
年
・
鎌
倉
書
房
）

（
1
5
）
　
泉
谷
康
夫
［
田
中
即
位
前
紀
（
記
）
の
神
話
的
性
格
」
（
炭
田
健
一
編
『
日

　
　
　
木
書
紀
研
究
・
第
一
三
冊
』
一
九
八
五
年
・
塙
書
房
）

（
拓
）
　
直
木
孝
次
郎
（
3
）

（
1
7
）
　
津
田
左
右
占
（
↑
）

（
1
8
）
　
三
品
杉
英
「
神
武
伝
説
の
形
成
」
（
同
｛
三
品
彰
英
論
文
集
二
張
｝
巻
』
一

　
　
　
九
七
〇
年
・
平
凡
社
）

（
固
）
　
古
井
巌
（
2
）
・
（
4
）

（
2
0
）
　
倉
塚
嘩
子
「
胎
中
天
賢
の
神
話
（
L
）
―
（
中
）
・
（
ド
）
」
（
文
学
五
〇
編

　
　
　
二
二
二
・
四
り
・
一
九
八
二
年
）

（
2
1
）
　
泉
谷
陳
夫
（
1
5
）

（
2
2
）
　
記
紀
そ
れ
ぞ
れ
に
パ
タ
ー
ン
の
類
似
す
る
物
語
の
多
い
こ
と
は
、
注
（
1
1
）

　
　
　
に
笠
井
昌
昭
の
指
摘
を
引
い
た
ご
と
く
で
あ
る
が
、
何
故
類
似
パ
タ
ー
ン

　
　
　
が
多
い
の
か
に
つ
い
て
の
研
究
は
管
見
の
限
り
で
は
み
あ
た
ら
な
か
っ
た
。

（
2
3
）
　
鴻
巣
隼
雄
「
応
神
天
皇
－
水
系
英
雄
の
座
標
－
」
（
『
講
座
・
日
本
の
神
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話
・
六
』
一
九
七
六
年
・
有
精
堂
）

（
2
4
）
　
岡
田
精
司
『
古
代
王
権
の
祭
祀
と
神
話
』
（
一
九
七
〇
年
・
塙
書
房
）
。
た

　
　
　
だ
し
八
ト
嶋
祭
が
ど
こ
ま
で
遡
ら
せ
う
る
か
と
い
う
疑
問
は
、
す
で
に
提

　
　
　
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
2
5
）
　
吉
井
巌
『
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
』
（
一
九
七
七
年
・
学
生
社
）

（
2
6
）
　
山
上
伊
豆
ほ
「
原
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
譚
の
考
察
」
（
同
『
占
代
祭
祀
伝
承
の
研

　
　
　
究
』
｝
九
七
三
年
・
雄
山
閣
）

（
2
7
）
　
敦
霊
信
仰
に
つ
い
て
は
、
山
ヒ
伊
豆
母
「
敦
志
信
仰
と
白
鳥
神
話
」

　
　
　
〔
（
2
6
）
〕
、
大
林
太
良
『
稲
作
の
神
話
』
（
一
九
七
三
年
・
弘
文
堂
）
な
ど
も

　
　
　
参
照
し
た
。

（
2
8
）
　
拙
稿
「
記
紀
の
五
世
紀
以
前
の
天
皇
系
譜
作
成
過
程
試
論
」
（
本
学
文
学
部

　
　
　
紀
要
ご
二
号
・
一
九
八
九
年
）
。
な
お
本
稿
は
前
稿
の
文
中
に
記
し
た
「
別

　
　
　
稿
」
　
に
相
当
す
る
も
の
を
原
形
と
す
る
が
、
全
面
的
に
書
き
改
め
て
新
稿

　
　
　
と
し
た
の
で
、
前
稿
と
や
や
整
合
し
な
い
点
も
あ
る
。

（
2
9
）
　
津
田
左
右
吉
（
１
）
五
四
五
頁
。

（
3
0
）
　
原
島
礼
二
『
倭
の
五
工
と
そ
の
前
後
』
（
一
九
ヒ
○
年
・
塙
書
房
）

（
3
1
）
　
吉
井
巌
（
４
）
。
た
だ
し
吉
井
は
ホ
ム
チ
ワ
ケ
王
と
ホ
ム
タ
ワ
ケ
王
の
物
語

　
　
　
を
分
断
し
、
ホ
ム
チ
ワ
ケ
王
物
語
に
皇
孫
タ
ケ
ル
の
事
情
が
反
映
し
て
い

　
　
　
る
と
す
る
。

（
3
2
）
　
拙
稿
「
允
恭
天
皇
の
実
在
性
に
つ
い
て
」
（
本
学
文
学
部
紀
要
二
百
）
・
一

　
　
　
九
八
八
年
）

（
3
3
）
　
雄
略
紀
一
九
年
三
月
二
二
目
条
に
は
、
前
後
の
脈
絡
な
く
「
詔
置
穴
穂
部
」

　
　
　
と
あ
る
こ
と
を
傍
証
と
し
う
る
。
ま
た
、
森
高
文
「
占
事
記
目
弱
王
の
乱

　
　
　
に
み
る
安
康
像
と
雄
略
伝
承
」
　
〔
（
早
稲
田
大
学
）
　
国
文
学
研
究
八
五
陛
・

　
　
　
一
九
八
五
年
〕
　
に
は
、
マ
ヨ
ワ
エ
の
物
語
は
、
安
康
の
伝
承
と
い
う
よ
り

　
　
　
も
、
雄
略
の
伝
承
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
や
、
マ
ヨ
ワ
王
の
物
語

　
　
　
と
サ
ホ
ビ
コ
の
物
語
に
深
い
関
連
か
お
る
こ
と
な
ど
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
同
氏
に
は
「
サ
ホ
ビ
コ
譚
と
雄
略
一
四
年
四
月
の
条
－
日
ド
部
氏
を
通
し

　
　
　
て
Ｉ
」
（
国
文
学
研
究
八
六
号
・
一
九
八
五
年
）
も
あ
る
が
、
こ
の
論
考

　
　
　
は
気
付
く
の
が
遅
れ
参
照
で
き
な
か
っ
た
。

（
割
）
　
一
二
品
彰
英
（
1
8
）
二
六
六
貞
。

（
3
5
）
　
津
田
左
右
吉
（
１
）
　
一
五
頁
。
　
　
　
　
　
　
　
　
－

（
3
6
）
　
津
川
左
右
吉
（
↓
）
　
言
一
頁
。

（
3
7
）
　
拙
稿
コ
五
世
紀
代
二
人
物
の
実
在
性
に
つ
い
て
Ｉ
萬
城
頭
津
彦
と
雄
略
天

　
　
　
皇
－
古
（
本
学
文
学
部
紀
要
一
ヒ
リ
・
一
九
八
二
年
）

一一4↓5－
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